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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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県
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全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
い
の
ち
は
鼓
動

か
ら
は
じ
ま
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
陸
前
高
田
市

の
恵
ま
れ
た
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
、

平
成
元
年
か
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
10
月
の
第

3
日
曜
日
を
開
催
日
と
し
、
今
年
は
10
月
20
日
に
開
催

し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
平
成

23
年
度
は
休
止
し
ま
し
た
が
、
昨
年
は
全
国
か
ら
様
々

な
支
援
や
激
励
を
頂
き
、
再
び
「
太
鼓
の
里　

陸
前
高

田
」
を
目
指
す
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

も
っ
て
、
力
強
い
太
鼓
の
鼓
動
を
響
か
せ
、
感
謝
の
気

持
ち
を
全
国
・
全
世
界
へ
届
け
る
だ
け
で
な
く
、「
陸

前
高
田
」
か
ら
元
気
を
発
信
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
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高
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市
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部
商
工
観
光
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13時30分～16時30分［開場12時30分］

会場 三重県総合文化センター［中ホール］
（三重県津市一身田上津部田1234）

定員４００名

ネルディスカッションパ

調講演（対談トークショー）基
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無料

■ コーディネーター
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　地域には魅力的な地域資源があるものの、地域住民だけではその資源を十分
に活かしきれていません。そこで近年、地域活性化のパートナーとして企業への注
目度が高まっており、人材、ノウハウ、ビジネスの面から補完できる企業の価値が再
評価されています。他方、企業側も社会貢献活動や社員の健康増進、新規ビジネス
の機会の場として地域を再評価する動きが見られます。
　三重県では、「三重のふるさと応援カンパニー推進事業」として、地域と企業を結
びつけて両者にメリットがある新しい関係づくりを目指す取り組みを進めています。
　本フォーラムでは、どのようにして地域と企業との連携を深めていくか、また新し
い関係づくりを推進するにはどうしたらよいかなど、その課題と今後の展望につい
て考えます。

1937年三重県伊勢市
生まれ。60年慶應義塾
大学経済学部卒業後、
株式会社赤福入社。68
年代表取締役社長、05
年代表取締役会長に
就任。93年には伊勢神
宮内宮前に、江戸から
明治期の町並みを再
現した「おかげ横丁」
を誕生させた。伊勢特
有の町並みである妻
入の建物や伊勢河崎
の蔵、桑名の洋館など

が忠実に再現されている。おかげ横丁設立前の92年に
は35万人だったおはらい町の往来者数は、おかげ横
丁設立とともに増加し、12年には年間450万人を突破
した。伊勢商工会議所会頭、皇學館大學常任理事、（財）
伊勢神宮崇敬会常務理事等を歴任している。

浜田 益嗣
三重県伊勢市生
まれ。津田塾大
学時代から劇団
「東京キッドブラ
ザース」に所属。
1980年フジテレ
ビ にアナウン
サーとして入社。
85年に退社後、
フリーになり女
優に転身。02年
に自ら脚本・演
出を手がけ主演
した二人芝居

「私とわたしとあなたと私」を上演。07年には
ニューヨークでその英語版「I and Me & You and I」
をオフブロードウェイの劇場で上演。現在は、映
画・舞台・TV・CMなど、さまざまな分野で活躍
しており、三重県観光大使も務める。

山村 美智（やまむら みち・女優）
■鉄道／近鉄名古屋線津駅下車、
　　　　JR紀勢本線津駅下車、
　　　　伊勢鉄道津駅下車

■バス／三重交通路線バスで
　　　　津駅西口から約5分

■徒歩／津駅西口から約25分

■タクシー／津駅西口から約５分

■自家用車／伊勢自動車道
（芸濃インターから約
15分・津インターから
約10分）
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（　　　　　　　）はまだ ますたね・赤福10代目当主/
（株）濱田総業代表取締役社長

申込み方法 メール・FAXまたはハガキにより、郵便番号、住所、氏名、職業、電話
番号、参加人数を下記までお知らせください。

問い合わせ・申込み先 一般財団法人地域活性化センター　地域づくり情報課
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TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755
E-mail：jcrd-forum@jcrd.jp　URL：http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

「三重の元気なまちづくりをめざして！
～企業が地域のためにできること～」

首都圏に三重の魅力を発信！
首都圏営業拠点

「三重テラス」
９月28日（土）
東京日本橋に
オープン！
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人が輝く
「元気とやまの創造」をめざして

富山県知事 ● 石井隆一

　

我
が
国
は
今
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
は
じ
め
、
経
済

再
生
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
安

全
保
障
・
領
土
問
題
な
ど
、
多
く
の
緊
要
な
課
題
に
し
っ
か
り
対

応
し
、
近
年
、
世
界
の
中
で
地
盤
沈
下
を
続
け
て
き
た
こ
の
国
を

早
期
に
立
て
直
し
、
そ
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
末
に
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
と
も
に
、「
金
融
政
策
」、「
財
政
政
策
」、

さ
ら
に
「
成
長
戦
略
」
と
い
う
三
本
の
矢
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
き
て

お
り
、
長
く
低
迷
し
て
い
た
日
本
経
済
は
着
実
に
持
ち
直
し
、
自

律
的
回
復
に
向
け
た
動
き
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
を
含
め
、
多
く
の
地
方
で
は
、
ま
だ
そ

の
効
果
が
必
ず
し
も
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
日
本

経
済
を
本
格
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
た
び
開

催
が
決
定
し
た
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
効
果
も
最
大
限
活
か
し
つ
つ
、
地
方
に
目
を
向
け
た
経

済
活
性
化
策
の
強
力
な
推
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

富
山
県
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
を
見
な
が
ら
、
本

県
が
ど
こ
を
目
指
す
べ
き
か
を
よ
く
見
極
め
る
と
と
も
に
、
地
方

の
目
線
、
県
民
の
目
線
に
立
っ
て
、
必
要
な
こ
と
は
国
に
対
し
て

も
し
っ
か
り
と
提
言
し
働
き
か
け
な
が
ら
、「
新
し
い
国
づ
く
り
」

の
一
翼
、
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
で
は
、
い
よ
い
よ
１
年
半
後
に
北
陸
新
幹
線
が
開

業
し
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
富
山
・
東
京
間
が
２

時
間
あ
ま
り
で
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
提
供
座
席
数
が
往
復

ベ
ー
ス
で
従
来
の
北
陸
本
線
の
６
０
０
万
席
か
ら
１
９
０
０
万
席

と
３
倍
強
に
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
を
富
山
県
の
活
性
化
の
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
観
光
振
興
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
、
企
業
誘
致
、

定
住
・
半
定
住
の
促
進
な
ど
、
開
業
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
た

め
の
取
組
み
を
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
全
力
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
県
で
は
、
一
昨
年
、
日
本
海
側
の
総
合
的
拠
点
港

に
選
定
さ
れ
た
伏
木
富
山
港
や
、
昨
年
就
航
し
た
台
北
便
が
今
春

か
ら
週
４
便
と
な
っ
た
富
山
き
と
き
と
空
港
な
ど
、
陸
・
海
・
空

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
産
業
は
、
も
の
づ
く
り
の
伝
統
に
も
恵
ま
れ
た

世
界
水
準
の
優
れ
た
技
術
を
有
し
て
お
り
、
雇
用
情
勢
も
、
有
効

求
人
倍
率
や
今
春
の
県
内
高
校
生
、
大
学
生
の
就
職
率
が
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る
な
ど
、
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
盤
を
活
か
し
て
、
経
済
、
観
光
、
文
化
な
ど
の
面

で
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏
は
も
と
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と

の
交
流
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
太
平
洋
側
に
偏
っ

て
い
た
国
土
構
造
を
見
直
し
、
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
と
日
本
海

沿
岸
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
富
山
県
に
は
、
雄
大
な
立
山
連
峰
な
ど
豊
か
で
美
し

い
自
然
、
多
彩
な
歴
史
・
文
化
、
も
の
づ
く
り
の
伝
統
な
ど
、
国

内
外
に
誇
れ
る
魅
力
や
強
み
に
加
え
て
、
勤
勉
で
粘
り
強
く
、
進

取
の
気
性
に
富
む
県
民
性
と
い
う
一
番
の
財
産
が
あ
り
ま
す
。

　

富
山
県
は
、
明
治
16
年
５
月
９
日
に
誕
生
し
、
今
年
で
満
１
３

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
誕
生
し
た
当
時
は
、
災
害
も
多
く
、
全
国

的
に
貧
し
い
県
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は
、社
会

資
本
整
備
も
進
み
、
住
み
良
さ
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
、
今
日
よ
り
は
明

日
、
明
日
よ
り
は
明
後
日
を
良
く
し
よ
う
と
、
前
向
き
に
頑
張
る

県
民
の
皆
さ
ん
の
「
人
の
力
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

若
者
を
は
じ
め
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
種
々
の
困
難
を
克
服
し

て
今
日
の
富
山
県
を
築
い
て
き
た
先
人
の
志
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国

や
世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
、
そ
の
知
恵
と
力
を

結
集
し
、
人
が
輝
く
「
元
気
と
や
ま
の
創
造
」
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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起業支援で地域経済を活性化起業支援で地域経済を活性化

「起業準備セミナー基礎編」には毎年100人を超える
申し込みがある。終了後のランチ交流会も人気
 ● 横浜市（p14-15）

「起業・創業等相談ルーム」オープニングセレモニーの
様子。中央が鹿内博青森市長
 ●青森市（p10-11）

新得駅前の旧産業振興会館。１階の空き店舗は菓
子店を開く事業者に貸し出される
 ● 北海道新得町（p8-9）

駅周辺の空き店舗で洋菓子店を開業した女性。「本気の
創業塾」の卒業生で、地域の活性化にも貢献している
 ● 東京都八王子市（p12-13）

「せと・しごと塾」では熱い想いを持った講師陣が
塾生を親身に指導する
 ● 愛知県瀬戸市（p18-19）

著名な女性起業家を招いて開催したオープンセミナー。
80人を超える参加があった
 ● 新潟県新発田市（p16-17）
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起業家を発掘する「ビジネスカフェ」には様々な年代の人
が集う。参加者の意識が高いため交流や意見交換も活発だ
 ● 奈良市（p20-21）

インキュベーションファームで研修中の就農希望
者。ピーマンの栽培などを学んでいる
 ● 大分県豊後大野市（p30-31）

「みさとカレッジ」の食品加工コース。料理研究家
に地元食材を利用した料理を披露してもらった
 ● 島根県美郷町（p26-27）

「ビジネスインキュベートスクール」の様子。「え
ひめ産業振興財団」が起業者向けに開催している
 ● 愛媛県（p28-29）

和歌山県の移住者起業補助金の対象者を選ぶ審査
会。申請者によるプレゼンが行われる
 ● 和歌山県（p22-23）

養父市が全額出資して設立した「やぶパートナーズ
株式会社」の事務所。同社は地域振興のため起業支
援などを手掛ける
 ● 兵庫県養父市（p24-25）
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日
本
の
起
業
活
動
の
現
状

　

経
済
が
低
迷
し
て
い
る
地
域
が
多
い
な
か
、
近
年
、
自

治
体
に
よ
る
起
業
支
援
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
意
義
や
実
施
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い

く
。

　

そ
れ
に
先
立
っ
て
ま
ず
日
本
に
お
け
る
起
業
活
動
の
現

状
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
ニ

タ
ー
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
の
デ
ー
タ
を
基
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
各
国
・
地
域
の
起
業
活
動
の
水
準
や
そ
の
違
い

を
生
み
出
す
要
因
な
ど
を
分
析
す
る
目
的
で
１
９
９
９
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
国
際
的
な
調
査
で
あ
り
、
直
近

の
２
０
１
２
年
調
査
に
は
世
界
の
67
カ
国
・
地
域
が
参
加

し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
と
、
成
人
人
口
（
18
歳
〜
64
歳
）
に
占

め
る
起
業
活
動
従
事
者
の
割
合
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
）
は
日
本
の
場

合
、
２
０
１
２
年
度
の
調
査
で
は
４
・
０
％
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
１
）。
こ
れ
は
調
査
対
象
国
・
地
域
の
な
か
で

最
も
低
い
水
準
で
あ
り
、米
国
（
12
・
８
％
）
や
英
国
（
９
・

０
％
）
な
ど
他
の
Ｇ
７
諸
国
の
水
準
も
下
回
る
。
こ
の
傾

向
は
２
０
１
２
年
度
調
査
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日

本
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
一
貫
し
て
低
い
。
な
お
、
こ
こ
で
「
起
業

活
動
従
事
者
」
と
は
、
独
立
・
社
内
を
問
わ
ず
、
起
業
を

準
備
し
て
い
る
人
と
、
起
業
後
当
該
事
業
か
ら
給
与
を
受

け
取
っ
た
期
間
が
３
・
５
年
未
満
の
人
を
い
う
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
な
か
に
も
起
業
活
動
が
比
較
的
活
発

な
地
域
、
不
活
発
な
地
域
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
総
務

省
「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
を
基
に
算
出
し
た
開
業

率
（
２
０
０
４
〜
２
０
０
６
年
、
事
業
所
ベ
ー
ス
、
年
率

換
算
）
を
基
に
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
開
業
率
と

は
期
首
（
２
０
０
４
年
）
の
事
業
所
数
に
対
す
る
期
中
に

開
業
し
た
事
業
所
の
割
合
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
に
み
て

開
業
率
が
最
も
高
い
の
は
沖
縄
県
（
10
・
９
％
）、
次
い

で
東
京
都
（
８
・
０
％
）、
大
阪
府
（
７
・
１
％
）、
北
海

道
（
７
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
こ
れ
に

対
し
て
最
も
低
い
山
形
県
で
は
４
・
７
％
に
と
ど
ま
る
。

総
じ
て
開
業
率
は
大
都
市
圏
の
方
が
高
い
。

　

地
域
ご
と
の
開
業
率
の
違
い
を
生
み
出
す
要
因
と
し
て

は
、
需
要
（
所
得
水
準
や
人
口
規
模
な
ど
）、
事
業
経
営

に
要
す
る
コ
ス
ト
（
賃
金
や
家
賃
、
地
価
な
ど
）、
人
的

資
本
（
熟
練
労
働
者
の
多
寡
や
教
育
水
準
の
高
低
な
ど
）

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
な
か
に
は
自
治
体
の
取

り
組
み
だ
け
で
は
他
地
域
と
の
差
を
解
消
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
支
援
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
お
け
る
起
業
活
動
の
水
準
を
高
め
ら
れ
る
の
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
身
近
な
起
業
へ

　

戦
後
の
日
本
に
お
い
て
起
業
活
動
は
長
い
間
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
特
に
高
度
成
長
期
に
は
、
中
小
企
業

は
そ
の
数
が
多
す
ぎ
「
過
当
な
」
競
争
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
、
日
本
経
済
の
生
産
性
上
昇
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
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起業支援で地域経済を活性化

る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、

起
業
は
企
業
間
の
競
争
を
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
す
る
こ

と
か
ら
、
支
援
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
抑
制
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
、
開
業
数
が
廃
業

数
を
下
回
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
企
業
数
は
減
少
に
転

じ
る
。
こ
の
た
め
、
起
業
を
増
や
す
こ
と
が
政
策
課
題
と

し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に

な
り
、
国
に

よ
る
起
業
支

援
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
の

嚆
矢
は
「
中

小
企
業
創
造

活
動
促
進

法
」（
１
９

９
５
年
）
で

あ
る
。
そ
の

後
１
９
９
９

年
に
は
中
小

企
業
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
起
業
（
創
業
）
支
援

は
中
小
企
業
政
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。

　

当
初
、
起
業
支
援
の
目
的
は
、
ハ
イ
テ
ク
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
、
革
新
的
で
成
長
可
能

性
が
高
い
企
業
を
数
多
く
輩
出
す
る
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
主
な
支
援
策
は
、
研
究
開
発
の

た
め
の
資
金
を
出
資
や
補
助
金
な
ど
に
よ
り
提
供

す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
を
始

め
る
前
に
成
長
可
能
性
が
高
い
起
業
を
支
援
対
象

と
し
て
選
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
さ
ら
に
、
成

長
企
業
を
経
営
で
き
る
だ
け
の
ス
キ
ル
を
有
す
る
人
材
が

乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
先
の
政
策
目
的
は
十
分
に
達

成
さ
れ
な
か
っ
た
（
鹿
住
、
２
０
０
９
）。

　

そ
こ
で
、
21
世
紀
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
身
近
な
起
業
も

含
め
て
支
援
対
象
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

現
在
で
は
、
起
業
活
動
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
る
中
高

年
の
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
専
業
主
婦
や
シ
ニ
ア
が
始
め

る
起
業
、
地
域
経
済
の
振
興
を
目
指
し
て
地
域
の
農
産
物

な
ど
を
加
工
・
販
売
す
る
起
業
（
い
わ
ゆ
る
６
次
産
業
）

な
ど
も
支
援
の
重
要
な
対
象
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
創
意
工
夫

　

１
９
９
９
年
の
中
小
企
業
基
本
法
の
改
正
は
、
中
小
企

業
政
策
に
関
し
て
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
自
治
体
に

求
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
（
植
田
、
２
０
０
７
）。
改
正

前
の
同
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
「
国
の
施
策
に
準
じ

て
施
策
を
講
じ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第

４
条
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
後
は
「
国
と
の
適
切
な

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
自

然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、

及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
」（
第
６
条
）
こ
と
と
な
っ

た
。

　

起
業
支
援
に
つ
い
て
も
、
単
に
国
が
準
備
し
た
メ

ニ
ュ
ー
に
基
づ
き
施
策
を
行
う
の
で
は
な
く
、
自
治
体
が

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
行
い
つ
つ
、
産
業
構

造
な
ど
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
企
画
立
案

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
本
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

事
例
の
よ
う
に
、
近
年
、
起
業
支
援
を
積
極
的
に
実
施
す

る
自
治
体
が
現
れ
て
い
る
。
支
援
策
の
範
囲
も
、
資
金
調

達
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
支
援
や
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
を
目
的
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
ソ
フ
ト
面
ま
で

幅
広
い
。
支
援
対
象
に
つ
い
て
も
、
和
歌
山
県
（
本
誌
事

5 2013・10月号
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図表１　主要国の起業活動従事者割合（TEA）

資料：グローバル・アントレプレナーシップ・モニター
（注）　ドイツでは2007年、イタリアでは2011年に調査が行われていない。
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米国 フランス イタリア イギリス ドイツ 日本 （調査年）

図表２　都道府県別の開業率
　　　　（事業所ベース、2004～2006年）

資料：総務省「平成18年事業所・企業統計調査」(2006年10月)

上位５都府県
沖縄県 10.9 
東京都 8.0 
大阪府 7.1 
北海道 7.0 
兵庫県 7.0 

下位５県
山形県 4.7 
新潟県 4.8 
石川県 4.8 
群馬県 4.9 
富山県 4.9 
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例
８
）
の
よ
う
に
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
。

　

自
治
体
の
起
業
支
援
は
民
間
と
協
働
し
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
特
に
技
術
シ
ー
ズ
の
製
品
化
や
販
路
支
援

に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

協
働
に
際
し
て
は
、
自
治
体
が
大
学
な
ど
の
知
見
も
利

用
し
つ
つ
支
援
策
を
企
画
、
立
案
し
、
専
門
性
を
有
す
る

民
間
組
織
に
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
と
い
う
形
態
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
協
働
の
相
手
と
し
て
は
、
近
年
増
加

し
つ
つ
あ
る
起
業
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
地
元
の
企
業
経
営

者
や
税
理
士
な
ど
が
地
域
貢
献
を
目
的
に
設
立
し
た
起
業

支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
経
験
が
豊
富
な
民
間
企
業
出
身
者
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス

の
一
線
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
団
塊
の
世
代
を
非
常
勤
で
雇

用
、
活
用
す
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
。

な
ぜ
起
業
を
支
援
す
る
の
か

　

自
治
体
が
起
業
支
援
を
行
う
最
大
の
目
的
は
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
少
な

く
と
も
次
の
三
つ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

第
１
は
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。
既
存
企
業
が
全
体
と
し

て
雇
用
を
削
減
す
る
一
方
、
新
し
く
誕
生
し
た
企
業
が
そ

れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
こ
と

は
１
９
７
０
年
代
以
降
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

て
き
た
。

　

第
２
に
、
税
収
の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
方
分
権
が

進
展
す
る
に
伴
い
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
安
定
的

な
税
収
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
自
治
体
に
は
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
い
て
廃
業

し
た
り
業
績
が
低
迷
し
た
り
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く
な

い
な
か
、
起
業
を
促
進
す
る
こ
と
は
税
収
を
確
保
す
る
た

め
の
重
要
な
方
策
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
３
に
、
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
で
あ
る
。
部
品

の
外
注
先
や
製
品
の
地
域
外
へ
の
販
売
な
ど
、
地
域
に
お

い
て
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う
企
業
が
廃
業
す
れ
ば
地
域
経
済
が

円
滑
に
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
後

継
者
問
題
な
ど
を
背
景
に
廃
業
が
今
後
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
担
い
手
を
失
っ
た
役
割
を
新
し
く
生
ま

れ
た
企
業
が
果
た
す
よ
う
に
な
る
こ
と
は
地
域
経
済
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
地
域
経
済
の
活
性
化
と
と
も
に
、
住
民

の
生
活
基
盤
を
強
化
、
改
善
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
起
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

　

近
年
、
高
齢
化
・
少
子
化
の
進
展
や
格
差
の
拡
大
な
ど

に
伴
い
、
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
す
べ
て
自
治
体
が
満
た

す
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
な
か
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｂ
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｃ
Ｂ
）
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｂ
や
Ｃ
Ｂ
は
、
自
ら
の
経
済
的
な
利
益
の
最
大
化
で

は
な
く
、
住
民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る

企
業
で
あ
る
。
福
祉
や
子
育
て
支
援
、
社
会
的
弱
者
に
対

す
る
就
労
支
援
な
ど
の
分
野
で
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
瀬
戸
市
（
事
例
６
）

の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｂ
や
Ｃ
Ｂ
の
起
業
を
支
援
す
る
動
き
も
始

ま
っ
て
い
る
。

よ
り
効
果
的
な
支
援
に
向
け
て

　

近
年
、
雇
用
が
流
動
化
、
不
安
定
化
し
つ
つ
あ
り
、
一

つ
の
企
業
に
定
年
ま
で
勤
め
続
け
る
と
い
う
働
き
方
が
こ

れ
ま
で
と
比
べ
る
と
一
般
的
で
は
な
く
な
る
可
能
性
が
高

い
。
従
来
、
雇
わ
れ
て
働
く
こ
と
と
比
べ
て
リ
ス
ク
の
高

い
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
起
業
活
動
の
水
準
の
低
さ
の

一
因
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
は
雇
わ
れ
な

い
働
き
方
、
つ
ま
り
起
業
が
よ
り
身
近
な
選
択
肢
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、起
業
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、

経
験
が
な
い
だ
け
に
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
よ
い
の
か
、

何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
た
ち

も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
自
治
体
は
身
近
で
か
つ
信
頼
で

き
る
相
談
窓
口
と
な
り
う
る
。
潜
在
的
な
起
業
家
を
地
道

に
発
掘
し
て
育
て
て
い
く
と
い
う
き
め
細
か
い
取
り
組
み

が
自
治
体
に
は
期
待
さ
れ
る
。

　

で
は
、
起
業
支
援
の
効
果
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
５
点

を
指
摘
し
た
い
。

　

第
１
は
、
起
業
支
援
に
当
た
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
起
業
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
自
治

体
が
企
画
、
立
案
し
た
支
援
策
の
実
施
を
民
間
組
織
に
委

託
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
、
適
切
な
委
託

相
手
を
選
定
し
た
り
、
委
託
後
に
は
受
託
者
の
取
り
組
み

を
綿
密
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
り
す
る
こ
と
が
支
援
の
効

果
を
高
め
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

自
治
体
の
職
員
が
起
業
支
援
に
関
す
る
知
見
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
支
援
策
の
立
案
に
も
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起業支援で地域経済を活性化

こ
の
よ
う
な
知
見
は
必
須
で
あ
る
。と
す
れ
ば
、人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
専
門
家
の
候
補
者

が
起
業
支
援
に
中
長
期
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
２
は
、
開
業
後
の
経
営
の
支
援
に
も
目
を
向
け
る
こ

と
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
、
事
業
を
始
め
る
こ
と
自
体
、
実
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。
難
し
い
の
は
、
開
業
後
に
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
つ
つ
事
業
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
起
業
が
増
え
て
も
す
ぐ
に
廃
業
し
て
し

ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
期
待
さ
れ
る
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。

　

開
業
後
に
直
面
す
る
課
題
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
な
か
で
も
販
路
開
拓
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
の

は
多
く
の
起
業
家
が
抱
え
る
悩
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
開

業
後
３
年
目
に
お

い
て
「
顧
客
の
開

拓
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
」

と
す
る
起
業
家
は

約
４
割
に
達
す
る

（
図
表
３
）。
こ
う

し
た
課
題
の
解
決

に
向
け
て
民
間
企

業
の
Ｏ
Ｂ
を
活
用

す
る
な
ど
し
た
販

路
開
拓
支
援
の
実

施
が
考
え
ら
れ

る
。
加
え
て
、
他

の
事
業
者
と
の
公

平
性
も
勘
案
し
つ

つ
、
自
治
体
が
優
先
的
に
、
た
だ
し
時
限
的
に
新
し
い
企

業
か
ら
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
自
治
体
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
新
し
い
企
業
は
自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
信
用
を
得
ら
れ
る
結
果
、
他
の
顧
客
も
開
拓
し
や
す

く
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
販
路
開
拓
に
限
ら
ず
、
開
業
後
に
生
じ
る
課
題

を
解
決
す
る
う
え
で
有
益
な
の
は
、
す
で
に
事
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
先
輩
経
営
者
や
起
業
家
仲
間
か
ら
の
具
体
的

な
助
言
で
あ
ろ
う
。
起
業
家
た
る
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
も
自
力
で
行
う
べ
き
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
一
方
、
専
業
主
婦
や
若
者
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

経
験
が
十
分
で
は
な
い
起
業
家
も
い
る
。と
す
れ
ば
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
支
援
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
支
援
策
な
ど
を
通
じ
て
、
先
輩
経
営
者
か
ら
支

援
を
受
け
た
起
業
家
が
さ
ら
に
後
輩
を
支
援
す
る
と
い
う

循
環
が
で
き
上
が
れ
ば
地
域
に
お
け
る
起
業
が
さ
ら
に
活

発
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
支
援
に
当
た
っ
て

は
、
よ
り
適
切
な
助
言
者
と
巡
り
合
え
る
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
、
他
の
自
治
体
と
も
協
力
し
つ
つ
で
き
る
だ
け

広
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
３
は
、
地
域
に
お
け
る
他
の
支
援
者
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
た
う
え
で
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
起
業
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
す
で
に
有
料
の
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
自
治
体
が
無

料
の
セ
ミ
ナ
ー
を
新
た
に
始
め
て
し
ま
え
ば
地
域
の
自
主

的
な
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ま

た
、
自
治
体
が
セ
ミ
ナ
ー
を
追
加
で
実
施
し
た
と
し
て
も

起
業
が
増
え
な
い
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
現
在
、
自

治
体
に
先
駆
け
て
民
間
団
体
が
起
業
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
地
域
に
お
け
る
様
々
な
支
援

者
の
活
動
を
把
握
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
は
ま
ず
求
め
ら

れ
る
。

　

第
４
に
、
起
業
支
援
の
内
容
や
規
模
を
「
充
実
さ
せ
す

ぎ
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
過
度
に
支
援
す
れ
ば
不
向
き
な

人
が
起
業
に
踏
み
切
る
結
果
、
失
敗
が
増
え
る
恐
れ
が
あ

る
。
起
業
支
援
は
財
政
負
担
を
伴
う
。
今
後
、
よ
り
厳
格

な
政
策
の
効
果
測
定
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
な
か
、
慎
重
に
支
援
を
企
画
す
る
こ
と
が
従

来
以
上
に
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
５
に
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
共
有
し
、
学

び
あ
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
公
的
な
起
業
支
援

が
始
ま
っ
て
10
年
以
上
経
過
し
た
も
の
の
、
そ
の
成
果
は

十
分
に
検
証
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。
ど
の
よ
う

な
支
援
策
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
有
効
な
の
か
に
つ
い
て

自
治
体
間
の
対
話
を
通
じ
て
知
見
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
個
々
の
自
治
体
、
特
に
規
模
が
小
さ
い
自
治
体

が
活
用
で
き
る
資
源
に
は
制
約
が
あ
る
。
対
話
を
通
じ
て

近
隣
の
自
治
体
間
の
信
頼
が
強
ま
り
、
ま
た
相
互
理
解
が

進
ん
だ
結
果
、
よ
り
広
域
で
の
支
援
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
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2013・10月号 8

十
勝
・
道
東
の
玄
関
口

　

新
得
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
大
雪

の
山
々
と
日
高
山
脈
に
抱
か
れ
、
総
面
積
の
約
90
％
は
森

林
地
帯
と
い
う
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
、
古
く
か

ら
豊
富
な
林
業
資
源
を
活
か
し
た
産
業
を
主
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
は
、
ト
ド
マ
ツ
の
間
伐
材
を
有
効
利
用
し

た
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
住
宅
に
使
用
す
る
構
造
用
部
材

の
製
作
を
行
う
専
用
工
場
も
建
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

カ
ラ
マ
ツ
製
材
品
の
開
発
も
行
わ
れ
、
地
域
材
と
し
て
付

加
価
値
の
高
い
部
材
を
製
造
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の
健

全
な
育
成
と
地
域
経
済
と
環
境
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
鉄
道
の
町
と
し
て
も
歴
史
が
あ
り
、
明
治
40
年

に
「
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
、
以
降
豆
類
や
雑
穀
、

林
材
等
の
輸
送
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
56
年

に
は
石
勝
線
が
開
通
し
、
新
得
駅
は
根
室
本
線
と
石
狩
線

の
分
岐
点
と
し
て
、
道
東
と
道
央
を
結
ぶ
鉄
道
の
要
所
と

な
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
の
開
通
と
と
も
に
、
人
・
モ
ノ
・
金
の
環
流
で
商

店
街
は
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
道
路
網
の
発
達
に
よ
る
消
費
購
買
力
の
町
外
流
出
、

高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
難
な
ど
か
ら
商
店
街
は
次
第
に
か

つ
て
の
賑
わ
い
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
で
補
助
制
度

　

新
得
駅
前
周
辺
を
は
じ
め
と
し
た
町
内
の
空
き
店
舗
は

年
々
増
加
し
、
廃
業
に
よ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
店
舗
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、商
店
街
の
空
き
店
舗
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

町
内
外
か
ら
の
起
業
を
促
し
、
商
店
街
に
か
つ
て
の
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
の
施
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
は
な

か
っ
た
商
工
業
者
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

補
助
制
度
の
立
案
に
際
し
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
、

ま
た
、
地
元
の
商
工
業
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

町
の
経
済
情
勢
に
即
し
た
補
助
制
度
の
策
定
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
商
店
街
活
性
化
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
行
当
初
の
補
助
内
容
は
、
町
内
で
の
新
規
開
店
、
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
開
店
に
対
し
て
、
店
舗
・
土
地
取
得

費
の
10
％
以
内
、
上
限
１
５
０
万
円
（
賃
貸
の
場
合
は
改

装
費
の
50
％
以
内
、
上
限
１
０
０
万
円
）
と
し
、
固
定
資

産
税
相
当
額
を
５
年
間
、
賃
貸
の
場
合
は
月
額
家
賃
の
10

分
の
７
を
２
年
間
助
成
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
20

年
に
は
、
補
助
額
を
20
％
以
内
の
上
限
３
０
０
万
円
（
賃

新
得
町
産
業
課
商
工
労
働
係 

主
事　

●　

角
谷
俊
明

商
店
街
活
性
化
に
向
け
手
厚
い
補
助
制
度

―
起
業
促
し
、
空
き
店
舗
解
消
へ―

1
北
海
道
新
得
町

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集
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特集 起業支援で地域経済を活性化

貸
の
場
合
は
上
限
１
５
０
万
円
）
に
補
助
内
容
を
充
実
さ

せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
町
内
の
経
済
情
勢
に
あ
わ
せ
、
更
な
る
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、制
度
内
容
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
名
称
を
商
店
街
活
性
化
事
業
補
助
金

か
ら
商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金
に
改
め
、
新
築
や
賃
貸

に
よ
る
新
規
事
業
に
対
す
る
補
助
の
ほ
か
に
、
既
存
の
事

業
所
に
つ
い
て
、
集
客
力
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
に
対

し
て
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
補
助
額
を
30
％
以

内
の
上
限
４
０
０
万
円
（
賃
貸
の
場
合
は
上
限
２
５
０
万

円
）
と
し
、
近
年
の
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
い
て
の
事

業
規
模
拡
大
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
増
加
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。駅

前
の
空
き
店
舗
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に

　

新
得
町
は
、
昼
温
か
く
夜
涼
し
い
気
候
を
利
用
し
た
そ

ば
づ
く
り
が
盛
ん
で
、開
墾
以
来
百
余
年
の
歴
史
を
も
ち
、

北
海
道
で
も
有
数
の
そ
ば
処
と
し
て
有
名
で
す
。
ま
た
、

近
年
は
新
た
な
特
産
品
と
し
て
、
広
大
な
自
然
の
な
か
で

品
質
に
こ
だ
わ
り
飼
育
し
た
新
得
地
鶏
の
販
路
拡
大
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
エ
ゾ
鹿
肉
、
チ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
特

産
品
が
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
銘
菓
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
お
土
産
品
と
し
て
の
菓
子
は
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
老
舗
菓
子
店
の
閉
店
に
よ
り
、
町
内
で
購
入
で

き
る
菓
子
店
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
既
存
店
舗
の
移
転
に

よ
り
、
新
得
駅
前
の
旧
産
業
振
興
会
館
（
町
有
）
１
階
店

舗
部
分
に
空
き
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
空
き
店
舗
を

利
用
し
て
菓
子
店
の
開
業
を
促
す
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
今
年
４
月
に
は
、
新
得
町
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
実
施
要
綱
お
よ
び
募
集
要
項
を
制
定
し
、

ス
イ
ー
ツ
に
限
定

し
て
新
規
起
業
を

目
指
す
希
望
者
に

こ
の
店
舗
を
貸
し

出
す
と
と
も
に
、

貸
出
期
間
中
の
支

援
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で

は
、
町
内
で
ス

イ
ー
ツ
業
種
で
の

起
業
希
望
者
を
育

成
す
る
た
め
、
低

家
賃
で
店
舗
を
貸

し
出
す
と
と
も
に
、
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
る
経
営

指
導
の
ほ
か
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
よ
る
技
術
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
を
目

指
す
た
め
、
町
の
農
水
産
物
を
素
材
と
し
た
ス
イ
ー
ツ
を

１
種
類
以
上
製
造
、
販
売
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、貸
店
舗
に
つ
い
て
は
す
で
に
内
部
を
改
装
し
、

電
気
設
備
、
シ
ン
ク
、
冷
蔵
庫
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
冷
凍

ス
ト
ッ
カ
ー
、
ガ
ス
給
湯
器
を
整
備
し
、
開
業
に
必
要
な

基
本
設
備
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
開
業
に
必
要
な
設
備

や
備
品
の
購
入
・
リ
ー
ス
を
行
う
際
に
は
、
総
額
の
２
分

の
１
の
範
囲
内
で
50
万
円
を
上
限
に
補
助
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に

　

補
助
制
度
創
設
以
降
、
こ
れ
を
活
用
し
新
規
開
店
を
行

う
事
業
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

の
制
度
創
設
以
降
、
20
件
以
上
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
業

種
も
飲
食
店
、
小
売
店
、
民
宿
、
学
習
塾
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
８
月
現
在
、
数
人
の
事
業
者
が

本
補
助
金
を
活
用
し
た
新
規
開
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
、
ま
た
、

産
業
振
興
な
ど
各
担
当
部
門
と
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら

開
業
希
望
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
種
支
援
事
業
を
利
用
し
た
起
業
を
増
や
し

て
い
き
、
地
域
に
新
し
い
民
間
活
力
を
取
り
込
み
、
既
存

事
業
者
や
産
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
交
流
人
口
の

増
加
、
地
場
産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新得駅前の商店街。かつての活気を取り戻すため
町は補助制度を設け、起業を促している

新得駅前のチャレンジショップの内部。すでに改
装され、新規開店を待つばかりだ

008-009　事例１.indd   9008-009　事例１.indd   9 2013/08/29   10:50:202013/08/29   10:50:20



2013・10月号 10

新
幹
線
開
業
で
注
目
度
高
ま
る

　

本
州
最
北
端
、
青
森
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口

約
30
万
人
の
青
森
市
は
、
港
や
空
港
、
高
速
道
路
等
の
交

通
基
盤
が
充
実
し
、
人
や
物
資
が
行
き
交
う
拠
点
と
し
て

第
３
次
産
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
都
市
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
昭
和
63
年
の
青
函
連
絡
船
の
廃
止

や
、
平
成
不
況
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

有
効
求
人
倍
率
は
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
12
月
に
待
望
の
東
北
新
幹

線
新
青
森
駅
が
開
業
し
、
東
京―

新
青
森
間
が
約
３
時
間

で
結
ば
れ
、
首
都
圏
と
の
時
間
的
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け

る
交
流
人
口
が
増
加
。
口
コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

青
森
の
自
然
豊
か
な
観
光
資
源
や
新
鮮
で
美
味
し
い
農
水

産
物
な
ど
へ
の
全
国
的
な
注
目
度
も
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

起
業
・
創
業
等
相
談
ル
ー
ム
を
開
設

　

こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
が
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
技
術
を
活
か
し
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
た
い

と
い
う
機
運
を
呼
び
起
こ
し
た
の
か
、新
幹
線
の
開
業
後
、

市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
向
け
融
資
制
度
の
利
用
者
が
増
加
し
、

ま
た
、「
新
し
く
商
売
を
始
め
て
み
た
い
が
相
談
で
き
る

と
こ
ろ
は
な
い
か
」
と
い
う
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
付
く
起
業
者
が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
、
新
た

な
雇
用
が
生
ま
れ
、
周
辺
企
業
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
多
く

の
起
業
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
一
人
の
力
で
新
た
な
事
業

活
動
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
営
資
源
な
ど
の
情

報
を
得
て
事
業
計
画
を
作
り
、
実
際
に
開
業
し
て
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
起
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
市
の
職

員
は
、
数
年
で
別
の
部
署
に
異
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
専

門
職
と
し
て
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
起
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
民
へ

の
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
以
下
「
Ｉ
Ｍ
」
と
し
ま
す
。）

と
呼
ば
れ
る
起
業
・
創
業
支
援
の
専
門
家
（
起
業
者
と
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
相
談
に
乗
り
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
一
緒
に
考
え
、ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
者
）
が
常
駐
し
、

か
つ
役
所
と
い
う
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
、

「
第
二
創
業
」
も
支
援

　

限
ら
れ
た
時
間
と
予
算
の
中
で
設
置
場
所
や
運
営
方
法

を
検
討
し
、
内
装
の
準
備
や
周
知
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
苦
労
し
た

面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
24
年

青
森
市
経
済
部
商
工
業
政
策
課　

●　

藤
林
靖
幸

起
業・創
業
支
援
で
相
談
ル
ー
ム
を
開
設

―
専
門
家
が
常
駐
し
、
ア
ド
バ
イ
ス―

2
青
森
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

専門家を招いての起業・創業等支援セミナーの様子
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特集 起業支援で地域経済を活性化

５
月
に
、
青
森
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
新
町
通

り
に
面
し
た
建
物
の
２
階
に
「
起
業
・
創
業
等
相
談
ル
ー

ム
」
を
民
間
委
託
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
ル
ー
ム
で
は
、
ま
だ
構
想
段
階
に
あ
る
ア
イ

デ
ア
の
整
理
や
具
体
的
な
事
業
計
画
・
資
金
計
画
の
作
成

な
ど
、
起
業
を
目
指
す
相
談
者
の
経
験
や
事
業
計
画
の
進

捗
段
階
に
応
じ
た
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ

か
、
既
存
の
事
業
者
が
現
在
の
事
業
を
見
直
し
、
既
に
あ

る
経
営
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
新
し
い
事
業
分
野
に
挑

む
、い
わ
ゆ
る
「
第
二
創
業
」
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
業
に
伴
う
各
種
手
続
き
や
支
援
策
の
利
用
方

法
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
起
業
・
創
業
す
る
た
め
の
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
創
業
者
同
士
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
期
待
で
き
る
地
元
の
先
輩
起
業
者

を
招
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
、
起
業
を

目
指
す
方
が
抱
え
て
い
る
新
し
い
事
業
を
起
こ
す
際
の
不

安
や
悩
み
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
手
助
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

９
人
が
創
業
、
着
実
な
成
果

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
テ
ー
マ
は

①
資
金
調
達
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う

②
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
税
金
の
話

③
第
三
者
が
理
解
し
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
方
法
を
学
ぼ
う

④
先
輩
起
業
家
の
起
業
体
験
談
を
学
ぶ

　

な
ど
で
し
た
。

　

周
知
期
間
が
短
い
中
で
の
相
談
ル
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
で

し
た
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
の
Ｐ
Ｒ
に

加
え
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
平
成
24
年
度
に
同
ル
ー
ム

を
訪
れ
た
相
談
者
は
１
０
０
人
を
超
え
（
相
談
回
数
２
８

５
回
）、
９
名
の
創
業
者
を
輩
出
す
る
な
ど
、
着
実
な
成

果
も
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
１
名
の
Ｉ
Ｍ
を
常
勤

配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
25
年
度
か
ら
は
常
勤
２
名
体
制

と
し
、
新
た
な
起
業
家
の
掘
り
起
こ
し
と
相
談
対
応
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
め
ざ
す

　

起
業
・
創
業
の
動
き
は
、
青
森
県
内
全
域
で
高
ま
っ
て

お
り
、
こ
こ
数
年
の
県
に
よ
る
計
画
的
な
Ｉ
Ｍ
の
養
成
に

よ
り
、
青
森
県
に
は
多
く
の
Ｉ
Ｍ
が
い
ま
す
が
、
起
業
者

が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
総
合
的
・
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｍ
が
、
一

人
で
全
て
の
分
野
を
十
分
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
７
月
に
は
、
県
内
の
Ｉ
Ｍ
有
資

格
者
、
大
学
、
金
融
機
関
、
各
商
工
団
体
、
行
政
機
関
等

を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、
創
業
支
援
活
動
の
連
携
促
進
や

Ｉ
Ｍ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
「
青

森
県
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
研
修
会
や
支
援
事
例
の
発
表

等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
県
内
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
多

様
な
組
織
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
更
な
る
地
域
経
済

の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
期
待
に
応
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事業計画の作り方を学ぶワークショップの様子

ワークショップ。インキュベーション・マネジャーが熱意を持ってアドバイス
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交
通
の
要
衝
、
豊
富
な
地
域
資
源

　

八
王
子
市
は
、
東
京
都
の
南
西
部
、
都
心
か
ら
約
40
㌔

㍍
に
位
置
し
、
人
口
は
約
56
万
４
千
人
（
平
成
25
年
７
月

末
現
在
）、
面
積
は
１
８
６
・
31
平
方
㌔
で
、「
高
尾
山
」

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
は
じ
め
、
日
本
１
０
０
名

城
の
八
王
子
城
、
ま
た
21
の
大
学
と
約
11
万
人
の
学
生
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す
る
先
端
技
術
産
業
の
集

積
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

　

八
王
子
は
、
織
物
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
た
こ
と
か
ら
、

桑
都
（
そ
う
と
）、
桑
の
都
と
い
う
美
称
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
甲
州
街
道
の
中
で
最
大
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
国
道
20

号
（
甲
州
街
道
）
と
国
道
16
号
（
東
京
環
状
）、
中
央
自

動
車
道
と
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
と
の

交
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
鉄
道
で
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
、
横
浜
線
、
八
高
線
の
交
点
で
あ
り
、
市
内
に
あ
る
駅

の
数
は
20
を
超
え
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
28
年
に
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
、
長
い
歴
史
と
そ
れ
に
育
ま
れ
た
文
化
を
も
つ
ま
ち
で

も
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団

「
ビ
ジ
ネ
ス
お
助
け
隊
」
が
起
業
家
を
支
援

　
「
本
気
の
創
業
塾
」
は
創
業
支
援
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
等
を
目
的
と
し
て
平
成
17
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
対
象
は
、
主
に
こ
れ
か
ら
創

業
を
目
指
す
方
と
創
業
後
１
年
未
満
の
方
で
、
講
座
は
10

月
の
土
曜
、
日
曜
に
１
日
6
時
間
、
6
日
間
の
コ
ー
ス
で

行
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
開
業
の
手
続
き
や
創
業
計
画
書
の
作
成

方
法
、
ま
た
融
資
制
度
や
起
業
体
験
談
の
紹
介
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
発
表
な
ど
で
、
創
業
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
同
24
年
の
間
の
受
講
者
は
２
６
０
名
、

卒
塾
後
に
創
業
し
た
方
は
77
名
で
、
創
業
塾
開
催
時
点
で

既
創
業
で
あ
っ
た
方
（
41
名
）
を
除
く
と
、
創
業
率
は

35
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
塾
の
定
員
は
約
20
名
で
、
受
講
料
は
１
万
５
０

０
０
円
で
す
。
毎
年
、
塾
が
終
わ
る
頃
に
は
、
塾
生
同
士
、

異
業
種
間
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
、
更
に
は
交

流
会
等
に
よ
り
、
創
業
塾
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
が
で
き
る
の
も

特
徴
で
す
。

　

事
務
局
で
は
、
毎
回
の
講
座
後
に
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
や

受
講
生
の
声
を
参
考
に
、
毎
年
内
容
の
充
実
を
図
り
、
よ

り
よ
い
塾
の
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
本
気
の
創
業
塾
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
ビ
ジ
ネ

ス
お
助
け
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討

や
作
成
を
行
い
、
主
な
講
師
を
務
め
、
受
講
生
一
人
一
人

に
対
し
て
、
起
業
の
相
談
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

支
援
ま
で
、
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
お
助
け
隊
」
と
は
、
約
70
人
の
様
々
な
経

八
王
子
市
産
業
振
興
部
企
業
支
援
課 

主
任　

●　

白
井　

進

経
験
豊
か
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団
が
起
業
家
を
支
援

―
「
本
気
の
創
業
塾
」、開
業
率
35
％
超
、活
性
化
に
寄
与―

3
東
京
都
八
王
子
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

創業塾受講生（左）の相談を受ける「ビジネスお助け隊」アドバイザー
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特集 起業支援で地域経済を活性化

験
を
持
つ
企
業
Ｏ
Ｂ
や
、
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
、

弁
理
士
等
の
資
格
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団
で
、
そ
の
平
均
年
齢
は
概
ね
65
歳
で

す
。
お
助
け
隊
は
、
自
ら
の
経
験
や
ス
キ
ル
、
人
脈
等
を

活
か
し
て
地
域
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

産
業
支
援
機
関

「
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
八
王
子
」

　
「
本
気
の
創
業
塾
」
は
、
平
成
13
年
10
月
に
市
と
商
工

会
議
所
が
設
立
し
た
産
業
活
性
化
組
織
で
あ
る
「
サ
イ

バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
八
王
子
」
が
主
催
し
、
市
と
会
議
所

は
共
催
者
と
し
て
、
広
報
活
動
や
企
画
・
運
営
会
議
等
に

協
力
し
て
い
ま
す
。「
ビ
ジ
ネ
ス
お
助
け
隊
」は
サ
イ
バ
ー

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
サ
イ
バ
ー
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
八
王
子
の
事
業
の
実
働
部
隊
と
も
言
え
る
存
在

で
す
。

　
「
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
八
王
子
」
の
創
業
支
援
活

動
は
、
平
成
20
年
度
に
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド  

起
業

支
援
家
部
門
」
で
「
経
済
産
業
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
す
る

な
ど
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
内
中
小
企
業
の

人
材
の
育
成
事
業
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

女
性
起
業
家
が
ま
ち
に
新
た
な
活
力

　

昨
年
、
こ
れ
ま
で
に
塾
を
卒
業
し
た
女
性
数
名
が
「
リ

リ
エ
」
と
い
う
女
性
起
業
家
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し

た
。
現
在
は
15
名
を
超
え
る
方
が
参
加
し
、
お
互
い
の
事

業
展
開
の
サ
ポ
ー
ト
や
、女
性
の
起
業
支
援
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
に
塾
を
受
講
し
た
40
代
の
女
性
経
営
者
は
、
八

王
子
か
ら
２
駅
の
小
宮
駅
近
く
に
洋
菓
子
店
を
開
業
。
昨

年
、八
王
子
青
年
会
議
所
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
Ｔ―

１（
手

土
産
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
で
敢
闘
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
地
域
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
受
講
生
で
、
国
体
出
場
経
験
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
あ
っ
た
40
代
の
女
性
は
、
今
年
4
月

に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
治
療
院
を
八
王
子
駅
南
口
徒
歩
１
分
の
場
所
に

オ
ー
プ
ン
。
市
が
実
施
す
る
起
業
家
の
「
強
化
支
援
対
象

事
業
者
」
に
選
ば
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
お
助
け
隊
の
中
小
企
業

診
断
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
毎
月
受
け
て
い
ま
す
。

「
活
力
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て

　

八
王
子
市
は
、
石
森
市
長
の
「
攻
め
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
信
念
の
も
と
、
よ
り
一
層
の
「
活
力
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
本
市
が
誇
る
「
市
民
力
・
地
域
力
」

を
活
か
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
２
人
の
女
性
起
業
家

は
、
創
業
塾
を
卒
業
後
、
市
の
創
業
支
援
制
度
を
活
用
し
、

と
も
に
駅
周
辺
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
で
開
業
し
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
２
人
の
起
業
に
よ
り
、
空
室
だ
っ
た
駅
周
辺
の
テ
ナ

ン
ト
は
、人
が
集
ま
る
賑
わ
い
の
空
間
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
業
や
そ
の
準
備
の
た
め
、
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
・
看

板
の
作
成
や
室
内
装
飾
等
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
や
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
、
起
業
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
で
て
い
ま

す
。

　

地
域
活
性
化
の
原
動
力
で
も
あ
る
起
業
家
や

ビ
ジ
ネ
ス
お
助
け
隊
の
方
々
、
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
活
力
あ
る
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
八
王
子
」
の
た
め
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

駅近くにマッサージ治療院を開業し、にぎわいの場を創出（写真は開業準備の様子）

あん摩マッサージ指圧師資格を
持つ院長による施術の様子
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女
性
を
対
象
に
起
業
支
援

　

公
益
財
団
法
人
・
横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
会
は

２
０
０
７
年
、「
す
べ
て
の
女
性
の
可
能
性
に
チ
ャ
ン
ス

を
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
株
式
会
社
、
横
浜
市
と
協
働
し
、
横
浜
で
起
業
を
め
ざ

す
女
性
た
ち
の
支
援
拠
点
「
女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
」
を

同
協
会
が
運
営
す
る
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜
」

内
に
開
設
し
ま
し
た
。
経
済
的
、
社
会
的
に
困
難
な
状
況

に
あ
る
人
を
含
め
、
す
べ
て
の
女
性
に
対
し
仕
事
を
つ
く

り
出
す
可
能
性
を
開
く
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
特
化
す
る
理
由
と
し
て
は
、
女
性
の
場
合
、「
起

業
し
た
い
」
と
思
っ
た
と
き
に
十
分
な
資
金
が
あ
る
人
が

少
な
く
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
ひ
と
り
暮
ら
し
で
経
済
的

な
困
難
を
か
か
え
る
人
も
多
く
い
る
こ
と
、
ま
た
過
去
に

企
業
に
勤
め
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
補
助
的
な
業
務
の
経
験

し
か
な
い
と
い
う
人
も
多
く
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の

か
さ
え
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
一
人
で
事
業
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
女
性
特

有
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
」
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
ア
イ
デ
ア
段
階
か
ら
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
起
業

準
備
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
段
階
ご
と

の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
さ
ら
に
プ
ラ
ン
が
固
ま
っ
た
人
を

対
象
に
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
利
益
を
あ
げ
る
方
法
か
ら
、
少

な
い
資
金
の
中
で
の
広
報
戦
略
、

仲
間
づ
く
り
や
情
報
収
集
の
方
法

ま
で
、
徹
底
的
に
実
習
す
る
起
業

集
中
塾「
女
性
起
業
家
た
ま
ご
塾
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

経
済
的
に
困
難
な
人
は
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
。

事
業
の
特
長
、

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
に
お
け

る
支
援
の
特
長
は
次
の
と
お
り
で

す
。

① 

年
間
１
２
０
件
の
相
談
実
績
を
持
つ
専
属
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
に
よ
る
親
身
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

自
身
も
女
性
起
業
家
で
あ
る
専
属
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報
に
も
強
い
起
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
す
。
相
談
者
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、「
今

で
き
る
こ
と
」「
こ
れ
か
ら
準
備
す
る
こ
と
」
を
具
体
的

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

② 

１
年
間
で
プ
ラ
ン
固
め
か
ら
開
業
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

相
談
か
ら
起
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー
へ
と
す
す
み
、
プ
ラ
ン

が
固
ま
っ
た
ら
、
い
よ
い
よ
「
女
性
起
業
家
た
ま
ご
塾
」

で
開
業
に
向
け
て
準
備
し
ま
す
。
塾
修
了
者
に
は
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
の
場
の
提
供
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③ 

同
じ
目
標
を
も
つ
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
リ
ア
ル
な

支
え
合
い

　
「
女
性
起
業
家
た
ま
ご
塾
」で
は
講
師
も
参
加
す
る
メ
ー

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜 

事
業
課　

●　

小
田
美
子

女
性
の
起
業
支
援
で
セ
ミ
ナ
ー
や
実
践
塾

―
専
属
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
親
身
の
ア
ド
バ
イ
ス
も―

4
横
浜
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

起業支援情報が満載の「女性起業UPルーム」の専用サイト

「女性起業ＵＰルーム」の利用のステップ
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特集 起業支援で地域経済を活性化

リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
日
々
、
課
題
を
提
出
す
る
ほ
か
、
起
業

の
悩
み
や
質
問
も
投
稿
し
、共
有
し
ま
す
。「〝
ひ
と
り
じ
ゃ

な
い
〞
と
が
ん
ば
れ
る
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
培
わ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
や
起
業
後
の
支
え
合
い
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
資
金
や
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
解
消

　

経
営
者
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り

方
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を
ど
う
活
用
し
て
自
分
の
商
品
の
魅

力
を
伝
え
る
か
、
で
す
。
後
期
た
ま
ご
塾
「
Ｉ
Ｔ
活
用
販

促
コ
ー
ス
」
が
取
り
組
む
の
は
ま
さ
に
こ
こ
。〝
集
客
の

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〞
を
作
る
キ
モ
と
な
る
、「
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
」
と
「
自
分
の
商
品
の
価
値
の
伝
え
方
」
を

み
ん
な
で
徹
底
的
に
考
え
抜
き
ま
す
。

⑤ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
総
合
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供

　

女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
の
あ
る
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
横
浜
に
は
、
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、
相
談
セ
ン
タ
ー
、

保
育
室
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
な
ど
、
女
性
を
応
援
す

る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
一
歩
踏
み
出

す
女
性
を
総
合
的
に
支
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

１
０
０
人
以
上
が
起
業
、
多
様
な
事
業
内
容

　

２
０
１
２
年
度
ま
で
の
6
年
間
で
「
女
性
起
業
家
た
ま

ご
塾
」
の
受
講
者
は
延
べ
２
５
４
人
、
う
ち
起
業
し
た
人

は
１
０
１
人
で
す
。
事
業
内
容
は
、
教
育
、
健
康
、
食
品
、

ウ
ェ
ブ
制
作
、
美
容
、
ア
パ
レ
ル
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど
で
個
人
事
業
主
が
多
い
で
す
が
、
な
か
に
は

法
人
化
し
て
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
修
了
者
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
数
は
延
べ
１
９
４
７
人
、
起
業
相
談

の
利
用
は
７
１
３
件
に
上
り
ま
す
。
特
に
、
春
に
開
催
し

て
い
る
「
起
業
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
編
」
に
は
、
毎
年
１
０
０

人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　

た
ま
ご
塾
を
修
了
後
、「
事
務
所
が
必
要
に
な
っ
た
」「
資

金
に
つ
い
て
詳
し
い
相
談
を
し
た
い
」
と
い
う
人
に
は
、

横
浜
市
の
機
関
で
連
携
先
の
公
益
財
団
法
人
・
横
浜
企
業

経
営
支
援
財
団
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
月
額
５

０
０
０
円
で
女
性
専
用
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
す
る
ほ

か
、
中
小
企
業
診
断
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
る
た

め
、
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
連
続
し
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
度
に
は
内
閣
府
の
地
域
社
会
雇
用

創
造
事
業
の
一
環
と
し
て
「
わ
た
し
の
〝
困
っ
た
〞
か
ら

は
じ
ま
る
社
会
起
業
ス
ク
ー
ル
」
を
受
託
し
、
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
に
は
定
員
の
２
倍
近
く
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
10
回
の
講
義
に
加
え
、
現
場
体
験
な
ど
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

雇
用
創
出
、環
境
に
優
し
い
商
品
づ
く
り
を

　

女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
で
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
吉

枝
ゆ
き
子
氏
は
女
性
の
起
業
に
つ
い
て
「
ユ
ニ
ー
ク
な
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
方
が
多
く
、

分
野
は
と
て
も
幅
広
い
で
す
。
自
ら
困
っ
た
経
験
か
ら
生

ま
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
社
会
に
は
彼
女
た
ち

の
商
品
を
待
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

指
摘
。

　

そ
の
上
で
「
一
方
で
、
事
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、『
経

営
』
と
い
う
形
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
人
は
一
部
で
す
。
女

性
の
経
営
者
は
障
が
い
者
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
な
ど

就
業
が
困
難
な
方
を
積
極
的
に
雇
用
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、発
想
の
転
換
に
よ
り
『
起
業
』
か
ら
『
経
営
』

へ
と
事
業
を
発
展
さ
せ
る
方
を
増
や
す
こ
と
で
、
そ
う
し

た
雇
用
が
生
ま
れ
た
り
、
社
会
や
環
境
に
優
し
い
商
品
づ

く
り
が
も
っ
と
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
起
業
Ｕ
Ｐ
ル
ー
ム
で
は
今
後
も
「
た
ま
ご
塾
」
な

ど
を
中
心
に
、意
欲
あ
る
女
性
の
起
業
を
全
力
で
支
援
し
、

女
性
の
自
立
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
す
。

たまご塾の修了者が実際にサービスの提供にトライする「スタートUPサロン」の
様子。吉枝ナビゲーター（右端）によるアドバイスも受けられる
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市
長
の
公
約
で
女
性
支
援
室

　

新
潟
県
新
発
田
市
は
、
産
業
構
成
に
よ
る
も
の
か
、
新

潟
市
や
県
央
地
区
等
に
比
べ
、
女
性
の
社
会
参
加
や
起
業

が
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
新
た
に
就
任
し
た
市
長
は
、
女
性
の
力
を

社
会
・
経
済
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
、
地
域
の
発
展
の
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
女
性

支
援
室
」
を
設
け
、
女
性
の
起
業
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

を
公
約
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
公
約
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
に
女
性
支
援
室
を
新
設
し
、
市
内
女
性
の
就
労

状
況
・
起
業
環
境
の
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
既
存

の
国
・
県
等
の
就
労
・
起
業
支
援
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、

独
自
の
支
援
事
業
も
加
え
、
地
方
都
市
で
は
あ
ま
り
例
の

な
い
「
女
性
の
起
業
支
援
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「

４
年
で
10
人
の
起
業
」
を
目
標
に

　

女
性
へ
の
支
援
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
を
目
標
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

主
旨
に
基
づ
き
女
性
の
就
労
環
境
の
改
善
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
に
係
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
所
管
課
（
人
権
啓
発
課
）
で
推

進
し
、
女
性
支
援
室
は
、
女
性
を
地
域
産
業
の
振
興
を
図

る
潜
在
的
な
人
材
と
し
て
捉
え
、「
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
を
活
か
し
た
事
業
化
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

対
象
を
女
性
に
限
定
し
て
支
援
す
る
こ
と
は
、
不
公
平

で
あ
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
実
と
し
て
女
性

起
業
家
の
絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
は
、
何
か
障
壁
が
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
、潜
在
的
人
材
が
あ
る
な
ら
ば
〝
伸
び
代
〞

も
大
き
く
、
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
「
4
年
で
10
人
の
起

業
者
育
成
」
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　

起
業
の
第
１
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、

必
要
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
き
っ
か
け
づ

く
り
の
第
１
段
階
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
女
性

起
業
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
24
年
３
月
に
は
起
業
の
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
著
名
な
女
性
起
業
家
を
講
師
に
招

い
て
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
講
師
が
経
験
談
等
に

つ
い
て
講
演
し
た
後
に
、
中
小
企
業
診
断
士
と
講
師
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
2
部
構
成
で
行
い
、

80
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ
て
開
設
し
た
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
事
業
形
態
や
起
業
ま
で
の
諸
手
続
き
等
の

基
本
的
な
情
報
に
加
え
、
他
団
体
の
起
業
に
係
る
セ
ミ

ナ
ー
や
融
資
、
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、「
わ
か

り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
」
を
基
本
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
先

輩
起
業
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
地
元
の
Ｆ
Ｍ
局
に
お
い

て
放
送
さ
れ
て
い
る
女
性
を
応
援
す
る
番
組
の
紹
介
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
段
階
と
し
て
、
平
成
24
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
知
識
習
得
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
起
業
支
援
講
座

を
連
続
し
て
５
回
開
催
し
、
起
業
を
希
望
す
る
女
性
の
後

押
し
を
し
て
い
ま
す
。
講
座
内
容
と
し
て
は
、
中
小
企
業

診
断
士
を
講
師
に
迎
え
、
起
業
に
必
要
な
基
本
的
な
事
項

や
資
金
、
事
業
計
画
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
演
習
を
交
え

て
自
ら
が
考
え
を
ま
と
め
具
現
化
す
る
と
い
う
手
法
を
取

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
実
用
的
で
わ
か
り
や
す
い
」
と
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
受
講
者
２
人
が
起
業
、
着
実
に
成
果

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、
１
月
平
均
５

０
０
件
程
度
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
覧
い

新
発
田
市
産
業
企
画
課
女
性
起
業
支
援
係　

●　

手
島
隆
幸

女
性
の
起
業
に
向
け
て
連
続
講
座
開
設

―
新
発
田
市
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
も―

5
新
潟
県
新
発
田
市
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化
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た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
わ
か
り
や
す
く
充
実
し
た
内
容
」

と
概
ね
好
評
を
得
て
お
り
、
繰
り
返
し
の
閲
覧
件
数
が
約

５
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
度
ご
覧
い
た
だ
い

た
方
が
積
極
的
に
情
報
収
集
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

起
業
支
援
講
座
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
も
前
年
度

と
同
じ
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
日
中
勤
務
し
て
い
る

方
に
も
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
夜
間
コ
ー
ス
も
設
定
し
、

昼
間
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
2
コ
ー
ス
で
行
い
、
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
は
、
起
業
支
援
講
座
に
加
え

て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
や
ブ
ロ
グ
作
成
講
座
を
実
施

し
て
、
事
業
の
有
効
な
広
告
宣
伝
方
法
に
つ
い
て
も
習
得

し
、
起
業
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
の
支
援
講
座
受
講
者
10
名
の
う
ち
、
起
業

し
た
方
は
ま
だ
2
名
で
す
が
、
起
業
後
に
お
い
て
も
、
中

小
企
業
診
断
士
の
無
料
相
談
会
を
行
う
な
ど
積
極
的
な
支

援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
だ
起
業
に
至
っ
て
い
な
い
受
講
者
に
つ
い
て

も
常
に
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
相
談
で
き
る
体
制
を
取

り
、市
の
支
援
制
度
で
あ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」（
安

い
賃
料
で
店
舗
を
貸
し
、
創
業
前
の
事
業
者
が
試
験
的
に

営
業
を
行
う
制
度
）
や
「
出
店
補
助
金
制
度
」
等
を
有
効

に
活
用
し
、
前
進
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

市
で
は
当
初
目
標
の
「
4
年
で
10
人
起
業
」
を
最
低
限

ク
リ
ア
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
店
者
数
や
出
店
補
助
金
制
度
の
利
用
者

数
な
ど
か
ら
見
て

も
、
女
性
の
起
業
へ

の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が

え
、
見
通
し
は
明
る

い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
今
後
、

更
に
支
援
制
度
を
拡

充
す
る
な
ど
し
て
、

女
性
が
起
業
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

女性の起業を支援する新発田市の専用ホームページ

起業支援講座の様子。今年は昼と夜の２コースで実施した
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起
業
支
援
の
経
緯

　

１
０
０
０
年
余
の
や
き
も
の
の
歴
史
と
文
化
を
誇
る

「
瀬
戸
焼
」
の
街
、
愛
知
県
瀬
戸
市
。
江
戸
時
代
、
瀬
戸

の
窯
業
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
瀬
戸
で
つ
く
ら
れ
た

や
き
も
の
が
広
く
日
本
に
流
通
し
た
た
め
、「
せ
と
も
の
」

と
い
う
言
葉
は
、
陶
磁
器
を
指
す
代
名
詞
に
な
っ
た
ほ
ど

で
あ
る
。

　

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
に
開
催
さ
れ
た
「
愛
・
地

球
博
」
の
開
催
地
で
も
あ
っ
た
瀬
戸
市
に
あ
っ
て
、
万
博

閉
幕
後
の
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
上
で
、
産
業
支
援
の

あ
り
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
及
び
地
域

雇
用
創
造
の
促
進
な
ど
を
テ
ー
マ
に
検
討
が
重
ね
ら
れ

た
。

夢
を
叶
え
る
し
く
み
づ
く
り
！

「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」

　

こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に

対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
「
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
」
の
創
業
に
よ
り
、
就
業
創
出
の
環
境
づ
く
り
を

図
り
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

20
年
度
か
ら
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

入
塾
希
望
者
に
対
し
最
も
重
要
視
し
た
条
件
は
「
瀬
戸

市
で
の
創
業
に
対
し
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
か
」
で

あ
る
。
必
ず
そ
の
強
い
意
志
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
中
途

脱
落
者
が
い
な
い
志
の
高
い
塾
生
を
集
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
彼
ら
を
支
え
る
講
師
陣
、
実
施
体
制
も
瀬
戸
に

対
す
る
熱
い
想
い
を
持
つ
、
地
域
の
金
融
機
関
、
専
門
家

等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

目
的
意
識
と
緊
張
感
を
持
っ
て

　
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」は
例
年
７
月
の
入
塾
式
に
始
ま
り
、

12
月
の
卒
塾
式
ま
で
６
カ
月
間
の
期
間
で
行
わ
れ
る
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
事
業
計
画
作
成
に
必
要
な
知
識
、
戦
略

の
立
て
方
な
ど
の
基
本
的
な
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
座

学
の
ほ
か
に
、
中
間
と
最
終
日
に
行
わ
れ
る
事
業
概
要
発

表
会
、
事
業
計
画
発
表
会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
３
〜
５

分
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
義
務
づ

け
る
こ
と

で
、
目
的
意

識
と
緊
張
感

を
も
っ
て
も

ら
う
仕
組
み

を
取
り
入
れ

て
い
る
。

　
「
し
ご
と

塾
」
の
特
徴

は
、
塾
生
の

年
代
が
幅
広
い
こ
と
（
20
代
か
ら
70
代
ま
で
）
や
塾
生
と

卒
塾
生
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

①
塾
生
同
士
が
い
ち
早
く
打
ち
解
け
る
よ
う
に
、
初
日

に
名
刺
交
換
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
で
事
業
計
画
書

を
作
成
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

　

②
卒
塾
生
に
対
し
て
も
、
塾
長
が
個
別
に
面
談
し
、
親

身
に
経
営
相
談
に
乗
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
塾

生
と
卒
塾
生
の
懇
親
の
場
を
設
け
、
一
体
感
の
あ
る
雰
囲

気
を
醸
成
す
る
。

　

こ
う
し
た
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
平
成
20
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
同
塾
は
、平
成
24
年
度
（
第
１
期
生
〜
第
５
期
生
）

ま
で
に
93
名
が
卒
塾
し
、
う
ち
40
名
（
入
塾
当
初
か
ら
開

業
し
て
い
る
者
13
名
を
含
む
）
が
開
業
し
て
お
り
、
様
々

な
場
所
で
活
躍
中
だ
。
ま
た
、
現
在
は
第
６
期
生
17
名
が

入
塾
し
、
起
業
に
向
け
て
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
る
。

瀬
戸
市
交
流
活
力
部
産
業
課
商
業
金
融
係　

●　

内
藤
寛
之

ま
ち
に「
笑
顔
」を
増
や
す
ビ
ジ
ネ
ス
を

―
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」、地
域
ぐ
る
み
で
創
業
支
援―

6
愛
知
県
瀬
戸
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

しごと塾での座学の様子
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特集 起業支援で地域経済を活性化

活
躍
す
る
卒
塾
生

　

食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
瀬
戸
焼
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
斎
藤
貴
子
さ
ん
（
第
１
期
生
）
は
、
テ
ー

ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座
や
作
陶
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、〝
瀬
戸
市
〞
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
最
近
で

は
近
隣
の
豊
田
市
か
ら
も「
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
任
命
さ
れ
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

ま
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ラ
ン
プ
制
作
で
開
業
し
た
山
田

貴
子
さ
ん
（
第
３
期
生
）
は
、自
宅
の
庭
に
工
房
を
作
り
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
教
室
も
始
め
る
な
ど
精
力
的
に
活

動
。
最
近
で
は
、
子
育
て
や
家
事
な
ど
で
家
を
空
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
女
性
の
た
め
に
内
職
業
務
を
発
注
し
、
女

性
の
働
く
場
を
提
供
し
て
い
る
。

し
ご
と
塾
の
塾
生
ら
と
窯
元
が
コ
ラ
ボ

　

昨
年
秋
、「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
に
と
っ
て
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
た
。「
赤
津
窯
め
ぐ
り
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　

瀬
戸
市
で
は
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、
地
場
産
業
で
あ
る

陶
磁
器
の
窯
元
が
工
房
を
一
般
公
開
し
、
普
段
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
工
房
を
回
り
、
ゆ
っ
く
り
と
お
気
に
入
り

の
逸
品
を
見
つ
け
て
も
ら
う
「
赤
津
窯
め
ぐ
り
」
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
前
述
の
斎
藤

貴
子
さ
ん
が
し
ご
と
塾
の
仲
間
た
ち
を
マ
ッ
チ
ン
グ
。
し

ご
と
塾
の
卒
業
生
や
塾
生
が
、
開
放
さ
れ
た
各
窯
元
の
工

房
の
一
角
で

思
い
思
い
の

店
を
開
い

た
。

　

従
来
の
イ

ン
ス
タ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
と

は
異
な
る

「
ド
リ
ッ
プ

ド
・
コ
ー

ヒ
ー
・
パ
ウ

ダ
ー
」
を
主

力
商
品
と
し

て
い
る
卒
塾

生
は
、
窯
元

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
カ
フ
ェ
を
営
業
。
も
ち
ろ
ん
陶
芸
作
家

が
作
っ
た
器
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
た
。ま
た
、

窯
元
の
芸
術
性
豊
か
な
作
品
に
囲
ま
れ
る
中
、
パ
ス
テ
ル

ア
ー
ト
教
室
を
開
い
た
者
も
い
た
。

　

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
接
客
す

る
塾
生
ら
の
姿
に
、「
接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
重
要
性
を
学

べ
た
」
と
、
窯
元
た
ち
に
も
大
変
好
評
だ
っ
た
。

「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
の
挑
戦

第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

　
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
は
、
起
業
と
い
う
働
き
方
の
一

つ
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
育
て
る
こ
と
で
地
域
が
元
気
に
な
り
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
塾
は
知
識
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
人
が
つ
な
が
り
、
そ
の
輪
を

地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
は
、
そ
の
起
業
率
ア
ッ
プ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
塾
生
た
ち
が
、
地
域
と
つ
な
が
り
、

地
域
に
笑
顔
を
運
び
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
や
企
業
、

団
体
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
新
た
な
地
域
産
業
振
興
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
塾
生
も
合
計
１
０

０
人
を
超
え
、
６
年
目
を
迎
え
た
今
、
常
に
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
変
革
を
塾
生
に
説
き
、起
業
を
支
え
て
き
た「
せ

と
・
し
ご
と
塾
」
自
身
も
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
さ
ら
な
る
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
お
け
る
そ

の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
「
せ
と
・
し
ご
と
塾
」
で
あ
る

た
め
に
。

グループワークで発表する塾生

食空間コーディネーターの斎藤さん（第１期生、右から２
人目）は「まちづくりアドバイザー」としても活躍中

ステンドグラスランプ制作中の山田さん（３期生）
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若
い
力
で
あ
ふ
れ
る
街
に

　

奈
良
市
で
は
、
奈
良
市
内
の
商
業
地
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
に
も
「
若
い
力
」
が
よ
り
多
く
奈
良
で
活
躍
す
る
環

境
を
つ
く
り
、
奈
良
で
仕
事
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
を
高
め
て
い
く
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
る
。
市

内
に
は
多
数
の
事
業
者
が
存
在
す
る
が
、
中
小
企
業
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
若
者
を
雇
用
す
る
余
裕
が
あ
ま
り
な

い
の
が
実
情
だ
。
こ
れ
で
は
若
い
力
が
、
京
都
や
大
阪
な

ど
近
隣
の
地
域
に
ど
ん
ど
ん
流
出
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し

た
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
奈
良
で
「
起
業

す
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
若
者
に
提
示
し
、
考
え
て
も
ら

い
、
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。

　
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
奈
良
」
は
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
的
に
奈
良
市
や
地
元
商
店
街
な
ど
の
出
資
に
よ

り
２
０
１
１
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
。
奈
良
を
「
居
心
地

の
い
い
ま
ち
」、「
と
き
め
き
の
あ
る
ま
ち
」
に
す
る
べ
く

活
動
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
起
業
支
援
を
手
掛

け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ち
の
未
来
を
担
う
若
手
起

業
家
の
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
奈
良
市
の
施
設
で
あ

る
「
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
を
衣
替
え
し
、

若
手
起
業
家
の
支
援
・
育
成
の
場
所
、す
な
わ
ち
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
っ
都
・
奈
良
」
と
し
て
再

活
用
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

①
奈
良
市
内
在
住
も
し
く
は
奈
良
に
関
係
す
る
人
の
中

で
、
起
業
に
興
味
が
あ
る
人
を
発
掘
し
、

　

②
ス
タ
ー
ト
し
た
起
業
家
が
将
来
奈
良
を
担
う
事
業
主

と
な
れ
る
よ
う
、
事
業
家
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
教
育

機
会
を
提
供
す
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
で
、
奈
良
の
ま
ち
が
若
い
力
で
あ
ふ

れ
る
街
に
す
る
。
こ
れ
が
本
事
業
の
目
的
で
あ
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
」
で
起
業
家
を
発
掘

　
「
ま
ち
づ
く
り
奈
良
」
が
起
業
家
を
発
掘
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
」
が

あ
る
。「
奈
良
で
働
く
」
と
い
う
若
い
人
を
増
や
し
た
い
。

が
、
働
く
場
所
が
な
い
、
そ
う
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
た

人
が
い
る
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
自
分
で
仕
事
を
創
る
、
と
い
う
選
択
肢
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
」
と
い
う
意
識
を
参
加
者
に
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
奈
良
の
ま
ち
を
何
と
か
し
た
い

と
い
う
熱
い
起
業
家
の
話
が
聞
け
る
場
所
、
ま
た
そ
う
い

う
思
い
を
持
っ
た
人
が
あ
つ
ま
る
場
所
」
と
し
て
「
ビ
ジ

ネ
ス
カ
フ
ェ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
で
は
毎
回
違
う
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
よ

る
講
演
を
行
い
、「
な
ぜ
起
業
を
？
」「
そ
し
て
そ
の
取
り

組
み
は
今
後
ど
う
な
る
？
」
と
い
っ
た
ト
ー
ク
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
質
問
形
式
で
引
き
出
し
て
い
き
、
ト
ー

ク
か
ら
「
課
題
」
を
絞
り
、
解
決
策
を
参
加
者
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。

　

終
了
後
は
懇
親
タ
イ
ム
（
仲
間
づ
く
り
の
時
間
）
を
設

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
奈
良 

取
締
役　

●　

片
桐
新
之
介

起
業
家
発
掘
で「
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
」を
開
催

―
奈
良
の
将
来
担
う
事
業
家
育
成
め
ざ
す―

7
奈
良
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

ビジネスカフェの様子。参加者は毎回20人～40人ほど
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け
、
各
自
の
思
い
を
つ
な
ぐ
な
ど
参
加
者
が
満
足
で
き
る

会
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
は
過

去
５
回
開
催
し
、
延
べ
約
１
５
０
名
が
参
加
。
こ
の
中
か

ら
４
名
の
前
途
有
望
な
起
業
家
が
生
ま
れ
て
い
る
。

奈
良
の
将
来
を
担
う
起
業
家
を
育
成

　

一
方
、「
ま
ち
づ
く
り
奈
良
」
で
は
奈
良
の
将
来
を
担

う
起
業
家
の
育
成
の
た
め
、
起
業
家
に
必
要
な
知
識
や
見

識
、
ス
キ
ル
を
体
系
的
に
学
ん
で
も
ら
う
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
診
断
士
会
の
協
力
に
よ
る
起

業
家
向
け
経
営
相
談
会
を
頻
繁
に
開
催
。
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
（
き
ら
っ
都
・
奈
良
）
に
入
居
し
て
い
る
起

業
家
（
現
在
は
14
人
、内
訳
は
物
販
関
係
が
10
人
、オ
フ
ィ

ス
利
用
が
４
人
）
の
事
業
を
、
売
り
上
げ
や
目
標
利
益
な

ど
も
含
め
専
門
家
の
目
線
で
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
起
業
家
が
様
々
な
場
面
で
ぶ
つ
か
る
壁
の
乗
り

越
え
方
を
先
輩
起
業
家
の
講
演
を
通
し
て
考
え
た
り
、
店

頭
の
商
品
陳
列
や
商
品
構
成
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い

る
。

　

奈
良
デ
ザ
イ
ン
協
会
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
し
て
お
り
、
チ
ラ
シ
の
使
い
方
や
売
り
場
で
の
配
色
効

果
に
つ
い
て
学
ぶ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
、
参
加
者
に
も
非
常
に
満
足
度
が
高
い
講
義
と

な
っ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
特
に
女
性
の
参
加
者
が
多
い

が
、「
起
業
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
信
と
な
る
技
術
」
を

求
め
て
い
る
と
い
う
実
態
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
営
相
談
会
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
は
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
入
居
し
て
い
る
起
業
家
が
対
象
だ

が
、
起
業
を
志
す
一
般
の
人
に
も
広
く
開
放
し
て
い
る
。

起
業
家
の
個
性
に
踏
み
込
ん
だ
支
援
を

　

起
業
家
の
ニ
ー
ズ
は
一
人
一
人
全
く
違
う
。彼
ら
が「
一

人
前
」
に
な
る
に
は
今
後
長
い
目
で
見
る
必
要
が
あ
る
。

起
業
家
で
あ
る
前
に
一
人
の
「
熱
い
思
い
を
持
つ
人
間
」

で
あ
る
た
め
、
周
囲
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
場
合
も
多
い
。
こ
の
た
め
専

門
家
、
あ
る
い
は
仲
間
か
ら
様
々
な
視
点
で
粘
り
強
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
与
え
、
適
度
に
叱
咤
激
励
し
つ
つ
育
成
を
行

う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

起
業
家
と
は
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
走
り
出
し
て
い
る

者
の
総
称
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
何
が
あ
り
、
何
が
足
り
て

い
な
い
の
か
、
よ
り
深
く
個
人
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
単
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
家
賃
を
補
助

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
そ
れ
で
は
「
薄
い
」

経
営
者
し
か
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

経
営
は
生
き
物
で
あ
り
、
経
営
者
自
身
を
育
て
る
の
み

な
ら
ず
、
常
に
外
部
環
境
に
も
目
を
向
け
て
い
る
必
要
が

あ
る
。
な
か
で
も
、
奈
良
市
の
経
済
環
境
・
人
口
動
態
や
、

観
光
客
（
数
、
構
成
）
の
変
動
に
は
常
に
気
を
配
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
は
そ
う
い
っ
た
視
点
で
起
業
家
を
育
て
る

た
め
に
も
、
商
工
会
議
所
や
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
と
連

携
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
必
須
と
考
え
て
い
る
。

デザインセミナーの風景。奈良で活躍中のアーティストが実体験を交えて指導

デザインセミナー。受講者が自らデザインを考え、講師がアドバイスを行う
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移
住
促
進
が
狙
い

　

和
歌
山
県
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
移
住
・
交
流
の
推

進
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
き
た
が
、
移
住
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、「
地
域
の
受
け
入
れ
」「
住
居
」「
仕

事
」
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
「
地
域
の
受
け
入
れ
」
に
つ
い
て
は
、
移
住
者
が
地
域

に
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
市
町

村
に
移
住
・
田
舎
暮
ら
し
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン（
相

談
員
）
を
配
置
、
併
せ
て
地
域
に
は
受
入
協
議
会
を
設
置

し
た
。

　

ま
た
「
住
居
」
に
つ
い
て
は
、「
田
舎
暮
ら
し
の
住
ま

い
の
希
望
」
＝
「
空
き
家
」
＝
「
改
修
必
要
」
と
い
う
こ

と
か
ら
空
き
家
改
修
支
援
制
度
を
導
入
。
契
約
時
に
貸
し

手
、
借
り
手
双
方
に
安
心
し
て
も
ら
う
た
め
、
公
益
社
団

法
人
和
歌
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
協
力
を
得
て
、

契
約
の
補
助
を
し
て
も
ら
う
住
宅
協
力
員
を
県
内
に
18
人

配
置
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
つ
め
の
課
題
「
仕
事
」。
シ
ニ
ア
世
代
で
、

年
金
を
元
に
悠
々
自
適
に
田
舎
暮
ら
し
を
す
る
方
々
は
特

に
問
題
は
な
い
が
、
現
役
世
代
に
は
収
入
源
と
な
る
も
の

が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、「
仕
事
」
に
関
連
し
て

何
か
出
来
な
い
か
と
い
う
考
え
の
も
と
、
起
業
す
る
方
々

へ
の
支
援
と
い
う
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
い
た
。
本
起
業
支

援
制
度
は
移
住
推
進
の
た
め
の
事
業
と
し
て
の
位
置
付
け

で
あ
り
、
目
的
は
「
現
役
世
代
の
和
歌
山
県
へ
の
移
住
を

促
進
し
、県
内
各
地
域
の
振
興
を
図
る
」

（
要
綱
か
ら
抜
粋
）
こ
と
で
あ
る
。

移
住
者
起
業
補
助
金
制
度

　

県
の
移
住
者
起
業
補
助
金
制
度
は
、

県
外
か
ら
和
歌
山
県
に
移
住
し
て
起
業

を
す
る
方
に
対
し
て
、
１
０
０
万
円
を

上
限
に
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
平
成

24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

条
件
は
、
平
成
24
年
4
月
１
日
以
降

に
、
県
内
17
市
町
村
（
地
域
）
に
移
住

す
る
（
ま
た
は
移
住
し
た
）
人
で
、
当

該
年
度
の
4
月
１
日
現
在
60
歳
未
満
の
個
人
。
民
間
の
有

識
者
で
構
成
す
る
審
査
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
経
て
対

象
者
を
決
定
。地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
プ
ラ
ン
と
し
、

事
業
性
、
社
会
性
等
を
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

起
業
家
７
人
が
誕
生

　

平
成
24
年
度
に
２
回
の
募
集
と
平
成
25
年
度
上
期
の
募

集
を
経
て
7
名
の
起
業
家
が
地
域
に
誕
生
し
た
。
採
択
順

に
紹
介
す
る
。

　

１
人
目
は
、
那
智
勝
浦
町
へ
移
住
し
て
木
工
製
品
の
製

造
販
売
で
起
業
し
た
大
西
俊
介
さ
ん
。「
地
域
を
支
え
て

い
く
存
在
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、
移
住
後
、
起
業
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
。
地
域
に
は
、
間
伐
材
な
ど
の
木
材
と

い
う
資
源
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
元
々
、
大
阪
で
家

具
関
連
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
大
西
さ
ん
だ
が
、
技
術
的

な
こ
と
は
ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
、
今
で
は
地
域
に
店
舗
を
構

え
て
営
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

和
歌
山
県
企
画
部
地
域
振
興
局
過
疎
対
策
課 

主
査　

●　

竹
中
雅
昭

移
住
起
業
者
の
支
援
で
補
助
制
度
創
設

―
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
、
地
域
振
興
図
る―

8
和
歌
山
県

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

那智勝浦町に移住し、木工製品の製造販売で
起業した大西さん（店舗前で）
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２
人
目
は
、
田
辺
市
龍
神
村
に
移
住
し
た
中
島
英
介
さ

ん
。
映
像
製
作
会
社
に
勤
め
て
い
た
経
験
を
活
か
し
て
、

映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
し
た
。
映
像
を
作
る
側

か
ら
す
れ
ば
和
歌
山
県
全
体
が
地
域
資
源
。
芸
術
家
が
集

う
田
辺
市
龍
神
村
の
ア
ー
ト
住
宅
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
。

　

本
県
（
熊
野
地
域
）
の
魅
力
を
、
音
楽
と
映
像
を
通
し

て
海
外
へ
売
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
「
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

Ｉ

Ｓ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
の
取
り
組
み
に
参
画
し
て
活
動
し
て
お

り
、
地
域
で
も
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
人
目
と
し
て
は
、
自
分
の
「
終
の
棲
み
家
」
を
探
す

う
ち
紀
美
野
町
に
移
住
し
て
起
業
し
た
辻
一
美
さ
ん
。
も

と
も
と
焼
き
芋
の
移
動
販
売
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
商
売
に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
っ
て
い
た
の
で
、
経

験
を
活
か
し
て
地
域
の
農
産
物
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
は

じ
め
と
す
る
お
菓
子
の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
。
ベ
ー
カ
リ
ー

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
い
紀
美
野
町
で
地
域
の
仲
間
入
り
を

し
た
。
現
在
も
地
元
農
作
物
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
新
た

な
紀
美
野
町
特
産
品
を
産
み
出
そ
う
と
し
て
活
動
中
だ
。

　

平
成
25
年
度
は
現
在
、
第
１
次
募
集
を
終
え
、
４
名
の

プ
ラ
ン
を
採
択
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
ガ
ラ
ス
工
芸
」、「
安

心
な
食
材
を
使
っ
た
健
康
食
の
提
供
」、「
犬
の
ブ
リ
ー

ダ
ー
」、「
農
業
機
具
の
レ
ン
タ
ル
業
」
と
、
多
彩
な
起
業

を
予
定
し
て
い
る
。

相
談
員
が
起
業
者
に
ア
ド
バ
イ
ス

　

移
住
に
際
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
起
業
し
た

人
を
実
際
に
地
域

が
受
け
入
れ
て
く

れ
る
か
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
。
地
域

住
民
の
話
を
聞
か

ず
に
、
自
分
一
人

の
考
え
で
突
っ

走
っ
て
し
ま
う
と

失
敗
す
る
と
い
う

の
は
よ
く
聞
く
話

で
あ
る
。
田
舎
で

あ
る
が
故
の
「
習

慣
」「
し
き
た
り
」

「
ル
ー
ル
」
と
い

う
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
に
つ
い
て
助

言
す
る
の
が
本
県
の
場
合
、
前
述
の
市
町
村
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
（
相
談
員
）
で
あ
り
受
入
協
議
会
で
あ

る
。
本
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
市

町
村
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
）
を
経
由
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
る
。

地
域
を
元
気
に
し
、
全
国
に
誇
れ
る
事
業
に

　

移
住
者
起
業
補
助
金
制
度
は
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
７
人
の
起
業
家
が
誕
生
し
た
。
現
在
も
平

成
25
年
度
の
第
２
次
募
集
中
で
、
目
標
と
し
て
は
、
年
度

内
に
残
り
４
人
の
起
業
家
を
誕
生
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
も
事
業
を
継
続
す
る
予
定
で
、
同
じ
く
８
名

の
起
業
家
が
生
ま
れ
れ
ば
、
約
20
名
の
起
業
家
が
地
域
に

入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

本
事
業
の
目
的
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
移
住
の
促

進
だ
が
、効
果
は
地
域
の
担
い
手
の
誘
致
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
事
業
が
拡
大
す
れ
ば
雇
用
を
産
む
可
能
性
や
地

域
の
農
産
物
（
地
域
資
源
）
等
の
活
用
の
拡
大
も
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、今
は
小
さ
な
取
り
組
み
か
も
し
れ
な
い
が
、

起
業
者
（
移
住
者
）
同
士
、
地
域
と
起
業
者
（
移
住
者
）

が
繋
が
り
大
き
な
輪
と
な
り
、
循
環
型
の
移
住
推
進
に
繋

が
っ
て
い
く
よ
う
今
後
も
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

本
事
業
は
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
地
域

を
支
え
る
人
材
の
誘
致
、
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
よ
う

な
起
業
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地
域
を
一
層
元
気
に
し
、

全
国
に
誇
れ
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

映像クリエイターとして起業した中島さん（中央）の撮影風景

地域の農産物を利用した辻さんの試作品
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少
子
高
齢
化
が
進
行
、
深
刻
な
地
域
経
済

　

兵
庫
県
養
父
市
を
構
成
す
る
旧
4
町
（
八
鹿
町
、
養
父

町
、
大
屋
町
、
関
宮
町
）
の
区
域
は
、
明
治
22
年
の
町
村

制
施
行
、
昭
和
30
年
代
前
半
の
合
併
等
を
経
て
、
平
成
の

大
合
併
に
よ
り
平
成
16
年
４
月
１
日
、
養
父
市
と
し
て
発

足
し
た
。

　

昭
和
の
町
村
合
併
直
後
の
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）

国
勢
調
査
で
４
万
４
８
８
４
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、
平
成

22
年
（
２
０
１
０
年
）
に
は
２
万
６
５
０
１
人
と
な
り
、

約
60
％
に
減
少
し
て
い
る
。

　

出
生
率
の
低
下
が
進
み
、
人
口
の
減
少
率
は
年
々
高
く

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
平
成
22
年
の
高
齢
者
比
率
は

33
・
1
％
と
高
い
半
面
、
若
年
者
比
率
は
12
・
5
％
で
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

市
で
は
地
域
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
農
業
基
盤
の
整

備
や
農
道
、
林
道
整
備
な
ど
に
よ
り
近
代
化
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
高
原
地
域
で
の
農
業
産
地
の
形
成
を
進
め
て

き
た
が
、
近
年
は
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
も
顕

著
だ
。

　

ま
た
、
零
細
工
場
の
集
積
に
よ
る
高
度
化
、
小
売
店
舗

の
集
積
に
よ
る
大
規
模
化
に
よ
り
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
も
の
の
新
た
な
産
業
の
創
出
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
観
光
は
地
域
資
源
を

生
か
し
た
施
設
整
備
が
行
わ
れ
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る

が
、
経
済
不
況
や
競
合
す
る
類
似
施
設
の
増
加
な
ど
で
宿

泊
客
は
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
産
業
の
衰
退
な
ど
地
域
経
済
の
規
模

は
確
実
に
縮
小
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

過
疎
自
治
体
の
新
た
な
挑
戦

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
養
父
市
で
は
従
来

と
は
異
な
る
観
点
か
ら
地
域
の
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。

　

合
併
後
10
年
目
を
迎
え
、
人
口
問
題
の
克
服
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
政
策
と
し
て
掲

げ
、「
地
域
の
新
た
な
生
命
（
い
の
ち
）
を
育
む
ま
ち
・

産
業
を
育
み　

人
を
育
む
」
を
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て

定
め
た
。

　

従
来
か
ら

雇
用
の
場
の

確
保
を
目
指

し
て
、
企
業

誘
致
を
積
極

的
に
進
め
て

い
る
も
の

の
、
相
当
数

の
雇
用
が
確

保
で
き
る
誘

致
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
「
こ
の
ま

ま
で
は
自
治
体
の
維
持
・
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
従
来
の

概
念
を
打
ち
破
り
、
新
た
な
挑
戦
を
し
な
い
限
り
こ
の
状

況
は
打
開
で
き
な
い
。
１
０
０
人
雇
用
す
る
企
業
を
１
社

生
み
出
す
の
で
な
く
、
10
人
の
雇
用
が
創
出
で
き
る
起
業

（
新
た
な
会
社
）
を
10
社
生
み
出
す
方
が
養
父
市
ら
し
い

の
で
な
い
か
」
と
い
う
広
瀬
市
長
の
強
い
想
い
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
養
父
市
が
１
０
０
％
出
資
す
る
地
域
振
興
会

社
を
立
ち
上
げ
る
構
想
だ
っ
た
。

「
や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
」
を
設
立

　

こ
う
し
て
平
成
25
年
5
月
、
養
父
市
が
１
０
０
％
出
資

す
る
「
や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｙ
Ａ
Ｐ
」

（
ヤ
ッ
プ
）
と
い
う
。）」（
代
表
取
締
役
社
長
・
三
野
昌
二

副
市
長
）
が
設
立
さ
れ
た
。
出
資
金
は
６
０
０
万
円
。
こ

の
ほ
か
今
年
度
、
国
や
市
か
ら
計
約
２
９
０
０
万
円
の
資

金
を
得
て
い
る
。

養
父
市
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課　

●　

田
村　

亘

過
疎
地
域
の
新
た
な
産
業
お
こ
し
を
目
指
し
て

―
養
父
市
、
全
額
出
資
で
新
会
社
設
立― 9

兵
庫
県
養
父
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

養父市の棚田の風景。後世に伝えていくことが期待されている
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特集 起業支援で地域経済を活性化

　

Ｙ
Ａ
Ｐ
が
行
う
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
い

た
補
助
金
・
助
成
金
と
い
っ
た
概
念
で
は
な
く
、
大
き
く

分
け
て
３
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
は
、
Ｙ
Ａ
Ｐ
が
直
接
事
業
を
展
開
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
閉
塞
感
が

漂
っ
て
い
る
地
域
で
自
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
過
疎
地
域
で
も
出
来
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
く
考
え
だ
。

　

２
つ
目
は
、
Ｙ
Ａ
Ｐ
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
構
築
し
、

実
施
す
る
者
を
募
り
、起
業
を
促
す
も
の
で
、ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
。

　

３
つ
目
は
、
起
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
出
資
し
、

そ
の
事
業
を
成
功
に
導
い
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
行
政
が
起
業
者
支
援
を
考
え
る
場
合
、
直
接
出
資
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
か
な
り
難
し
い
。
市
場
の
動
向
を
的

確
に
捉
え
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る

た
め
、
行
政
で
は
限
界
が
あ
り
、
出
来
な
か
っ
た
部
分
を

可
能
に
し
て
い
く
。

Ｙ
Ａ
Ｐ
が
手
掛
け
る
事
業

　
「
や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
手
掛
け
る
事
業

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
就
農
林
事
業

　

未
耕
作
地
の
活
用
促
進
の
た
め
就
農
希
望
者
を
募
り
、

安
定
的
な
生
活
が
送
れ
る
た
め
の
事
業
モ
デ
ル
を
確
立
す

る
。

・
農
産
事
業

　

空
き
校
舎
利
用
に
よ
る
野
菜
の
生
産
工
場
な
ど
、
養
父

市
で
の
事
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
拡
大
す

る
。
企
業
と
の
合
弁
会
社
設
立
も
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
事
業
化
を
図
る
。

・
物
販
事
業

　

こ
の
事
業
の
創
出
で
雇
用
、
買
い
物
支
援
、
地
元
食
材

の
販
売
が
可
能
と
な
る
。
将
来
的
に
地
域
外
へ
の
営
業
拡

大
を
図
る
。

・
Ｉ
Ｔ
通
信
事
業

　

光
回
線
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ

ネ
ス
の
構
築
、
国
内
外
の
事
業
者
と
の
提
携
に
よ
る
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
行
う
。

・
や
ぶ
ブ
ラ
ン
ド
創
出
・
地
域
活
性
事
業　

　

地
元
の
産
物
を
使
っ
た
６
次
産
業
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
と

販
売
、
空
き
家
、
休
耕
地
な
ど
眠
っ
て
い
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
商
品
化
を
行
う
。

　
「
や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
」
で
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
社
が
直
営
で
実
施
し
た
り
、
起
業
者
を
支
援
し
た
り

し
て
実
現
し
て
い
く
方
針
だ
。

過
疎
地
域
の
可
能
性
を
追
求

　

こ
の
ほ
か
、
Ｙ
Ａ
Ｐ
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す

組
織
と
し
て
「
新
産
業
会
議
」
を
設
置
し
た
。
新
産
業
会

議
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
、
現
在

は
６
人
の
大
学
教
授
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
小

規
模
自
治
体
の
委
員
会
に
６
人
の
大
学
教
授
が
就
任
す
る

こ
と
は
異
例
で
あ
る
。
行
政
が
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

Ｙ
Ａ
Ｐ
の
自
由
度
を
奪
わ
な
い
よ
う
に
、
中
間
支
援
組
織

と
し
て
、
委
員
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
、
養
父
市
が
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
豊
か
な
自
然
と

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
守
り
、
次
世
代
に
確
実
に
つ
な
い

で
い
く
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
た
め
に
も「
や

ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
」
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.yapyap.jp/

やぶパートナーズ株式会社の事業スキーム

養父市のイメージキャラクター「やっぷー」
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「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
推
進
の
背
景

　

美
郷
町
は
平
成
16
年
に
旧
邑
智
町
と
旧
大
和
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
人
口
約
５
３
０
０
人
の
町
で
、
島
根
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
町
の
中
央
を
中
国
地
方
随

一
の
江
の
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
お
り
、
そ
の
江
の
川

を
眼
下
に
Ｊ
Ｒ
三
江
線
が
走
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
状

は
美
郷
町
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
高
齢
化
率
は
42
％
、
平

成
17
年
の
国
勢
調
査
で
は
人
口
の
減
少
率
が
県
下
で
最
も

高
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
住
宅
建
設
や
保
育
料
の
軽
減
、
子
ど
も

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
若
者
定
住
対
策
に
力
を
入
れ
て
き

た
結
果
、
一
定
の
効
果
も
見
え
て
き
た
。
し
か
し
、
産
業

の
衰
退
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
流
れ
を
大
き
く
変
え
る

に
は
、
人
材
と
産
業
を
一
体
的
に
育
て
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
長
期
総
合
計
画

の
中
で
、
人
、
地
域
の
個
性
、
資
源
を
産
業
創
出
と
地
域

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
「
み
さ
と

カ
レ
ッ
ジ
」
を
位
置
づ
け
、
平
成
24
年
度
か
ら
同
カ
レ
ッ

ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
の
仕
組
み

　
「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
は
専
科
、
研
修
科
、
普
及
科
の

３
つ
の
柱
で
構
成
し
て
い
る
。

　

専
科
は
、
即
戦
力
と
な
る
起
業
家
を
支
援
す
る
こ
と
と

位
置
づ
け
、
オ
ー
プ
ン
型
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
起
業

プ
ラ
ン
を
審
査
し
、
入
賞
者
に
は
賞
金
１
０
０
万
円
を
授

与
し
、
そ
の
後
、
プ
ラ
ン
の
詳
細
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
た
う
え
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
資
金
を
最
大
１
０

０
０
万
円
ま
で
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
修
科
は
、
将
来
性
の
あ
る
起
業
家
を
支
援
す
る
こ
と

と
位
置
づ
け
、
審
査
員
に
よ
る
内
部
審
査
を
経
て
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
研
修
先
を
事
務
局
等
で

選
定
し
、
最
大
１
年
間
の
研
修
を
実
施
す
る
。
そ
の
支
援

策
と
し
て
研
修
生
に
は
生
活
支
援
金
、
受
け
入
れ
先
に
は

協
力
費
を
支
給
し
て
い
る
。
研
修
終
了
後
、
再
度
事
務
局

へ
プ
ラ
ン
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
等
も
交
え
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
、
再
度
審
査
会
で
の
審
査
を
経

て
、
最
大
１
０
０
０
万
円
ま
で
の
支
援
を
行
う
。
専
科
、

研
修
科
と
も
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
っ
か
り
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
う
し
た
支
援
は
い
ず
れ
も
美
郷
町
に
定
住
し
、

起
業
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
普
及
科
は
、
地
域
産
業
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
育
成

と
位
置
づ
け
、
５
つ
の
コ
ー
ス
で
誰
も
が
参
加
で
き
る

オ
ー
プ
ン
型
の
講
座
で
、
知
識
や
技
術
等
の
習
得
を
行
っ

て
い
る
。

３
件
の
起
業
プ
ラ
ン
を
採
用

　

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
専
科
の
起
業
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

島
根
県
美
郷
町
町
づ
く
り
係　

●　

永
妻
孝
司

起
業
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
最
大
１
千
万
円
支
援

―
「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」、人
材
と
産
業
を
一
体
的
に
育
成―

10
島
根
県
美
郷
町

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

江の川がゆったり流れる美郷町の風景
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３
件
の
プ
ラ
ン
が
入
賞
し
、
２
件
が
起
業
支
援
資
金
を
活

用
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
つ
は
農
事
組
合
法
人
に
よ
る
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
中
心
と
し
た
花
卉
栽
培
の
新
事
業
の
開
拓
だ
。

こ
れ
は
、
既
存
の
農
事
組
合
法
人
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊

卒
業
生
に
専
門
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
農
業
大
学
校
で

学
ぶ
際
の
学
資
を
支
援
し
、
そ
の
後
、
同
法
人
で
雇
用
し
、

新
事
業
を
起
こ
し
た
も
の
。
も
う
一
つ
の
入
賞
者
は
、
病

気
の
人
や
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
と
し
た
事
業
で
、
併
せ
て
独
居
老
人
な
ど
の
困
り
ご

と
の
手
助
け
を
す
る
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
的
な

側
面
も
持
っ
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
修
科
で
は
、
広
島
県
神
石
高
原
町
の
油
木
高
校
養
蜂

ク
ラ
ブ
卒
業
生
に
よ
る
養
蜂
業
の
起
業
プ
ラ
ン
を
採
用

し
、
現
在
、
こ
の
起
業
に
向
け
た
研
修
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
研
修
先
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
年
度
は
専
科
、
研
修
科
と
も
各
１
名
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
て
る
普
及
科

　

地
域
産
業
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
て
る
普
及
科
で
は
、
銀

の
道
学
習
コ
ー
ス
、
薬
草
健
康
コ
ー
ス
、
食
品
加
工
コ
ー

ス
、
ミ
ツ
バ
チ
普
及
コ
ー
ス
、
観
光
コ
ー
ス
の
５
つ
の
講

座
を
開
設
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
銀
の
道
学
習
コ
ー
ス
は
石
見
銀
山
資
料
館
館

長
の
仲
野
義
文
氏
を
メ
イ
ン
講
師
に
迎
え
、
銀
山
街
道
や

舟
運
で
栄
え
た
宿
場
町
や
港
、
産
業
や
暮
ら
し
の
歴
史
、

文
化
な
ど
を
、
訪
れ
る
人
や
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

薬
草
健
康
コ
ー
ス
で
は
、
崇
城
大
学
薬
学
部
の
村
上
光

太
郎
教
授
を
メ
イ
ン

講
師
に
、
薬
草
、
山

菜
等
の
知
識
を
習
得

す
る
座
学
を
は
じ

め
、
地
域
の
中
で
の

薬
草
資
源
を
再
発
見

す
る
薬
草
観
察
会
や

そ
の
資
源
を
活
用
す

る
た
め
の
薬
草
料
理

教
室
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
将
来
的
に
は

村
上
先
生
の
提
唱
さ

れ
る
薬
草
健
康
村
構

想
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　

食
品
加
工
コ
ー
ス
は
、
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金

丸
弘
美
さ
ん
を
メ
イ
ン
講
師
に
迎
え
、
地
域
の
素
材
や
技

術
、
人
材
を
生
か
し
た
加
工
食
品
づ
く
り
と
そ
の
販
売
の

た
め
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
食
の
可
能

性
を
発
見
す
る
食
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
、
料
理

研
究
家
の
馬
場
香
織
さ
ん
指
導
の
も
と
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
て
24
品
目
の
料
理
を
披
露
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ミ
ツ
バ
チ
普
及
コ
ー
ス
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
銀
座
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
養
蜂
技
術
の
習
得
や
ミ
ツ

バ
チ
か
ら
広
が
る
地
域
の
可
能
性
な
ど
を
座
学
、
実
践
を

通
じ
て
学
習
し
て
い
る
。

　

メ
イ
ン
講
師
に
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
田
中

淳
夫
さ
ん
、
岩
手
県
の
養
蜂
家
で
日
本
在
来
種
み
つ
ば
ち

の
会
会
長
の
藤
原
誠
太
さ
ん
を
招
き
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
養

蜂
講
座
を
は
じ
め
、
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
の
取
り
組
み
な
ど
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
学
校
で
の
ミ
ツ
バ
チ
を
通
し
た
環
境
教

育
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　

観
光
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス
は
、
地
域
の
団
体
や
個
人
が
観

光
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
習

得
等
を
行
っ
て
い
る
。

人
材
と
産
業
を
一
体
的
に
育
成
、

誇
れ
る
町
に

　

人
材
と
産
業
を
一
体
的
に
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
手
探
り
で

進
め
て
い
る
の
が
実
情
。
人
口
の
減
少
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
人
に
投
資
し
、
人
が
育
ち
、
産
業
が
育
ち
、

地
域
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
こ
の
町
で
活
躍
し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

ミツバチ普及コースの講座の様子

薬草観察会の様子
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バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
、

創
業
意
欲
も
旺
盛

　

愛
媛
県
は
「
伊
予
の
国
」
と
呼
ば
れ
、
東
部
の
伊
予
東

予
、
中
央
部
の
伊
予
中
予
、
西
南
部
の
伊
予
南
予
の
エ
リ

ア
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
人
々
の
気
質
も
違
っ
て
い

て
、
東
予
は
２
次
産
業
、
中
予
は
四
国
最
大
の
都
市
・
松

山
市
を
中
心
と
す
る
３
次
産
業
、
南
予
は
あ
り
の
ま
ま
の

自
然
が
残
さ
れ
た
１
次
産
業
と
、
産
業
が
県
内
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

は
国
内
で
も
珍
し
く
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
様
々
な
モ

ノ
が
生
ま
れ
て
く
る
豊
か
な
地
域
で
す
。

　
「
愛
媛
み
か
ん
」
に
代
表
さ
れ
る
柑
橘
類
の
生
産
高
は

全
国
１
位
、
ま
た
、「
育
て
る
漁
業
」
で
あ
る
海
面
養
殖

業
は
全
国
で
も
有
数
の
産
地
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
船
舶
関
連
産
業
（
造
船
・
海
運
）
や
紙
・
パ
ル
プ
産

業
、
繊
維
産
業
も
盛
ん
で
、
昨
今
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で

有
名
に
な
っ
た
「
今
治
タ
オ
ル
」
の
メ
ー
カ
ー
も
集
積
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
産
業
が
存
在
す
る
愛
媛
県
は
、

創
業
・
新
産
業
創
出
意
欲
も
と
て
も
旺
盛
な
地
域
で
す
。

創
業
・
新
産
業
創
出
支
援
で
３
事
業

　

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
は
、
地
域
産
業

の
高
度
化
及
び
新
産
業
創
出
支
援
を
前
面
に
謳
い
、
地
域

事
業
者
の
情
報
化
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
革
新
、
設

備
導
入
を
促
進
し
、
本
県
経
済
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
61
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
財
団
で
は
、
様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
創
業
・
新
産
業
創
出
は
大
き
な
柱

の
１
つ
と
位
置
づ
け
、
以
下
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

１
、
え
ひ
め
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
財
団

職
員
に
加
え
て
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
を

常
設
す
る
こ
と
で
、
創
業
や
新
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
方
々
の
悩
み
を
直
接
聞
き
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
実
効
性
の

あ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
チ
ー
ム
え

び
す
」（
愛
媛
県
内
の
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
活

用
に
よ
る
他
機
関
へ
の
橋
渡
し
に
よ
り
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
支
援
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

２
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
設
置
事
業

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
孵
化
」「
育
成
」
を
意

味
す
る
言
葉
で
、
当
財
団
で
は
２
階
建
方
式
の
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
今
後
創
業
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
」

や
「
創
業
間
も
な
い
事
業
者
」
を
対
象
と
し
た
創
業
準
備

室
は
、
簡
易
な
審
査
に
よ
っ
て
、
廉
価
な
家
賃
で
事
務
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
で
き
、
最
長
１
年
間
の
入
居
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
創
業
し
た
が
何
ら
か
の
支
援
を
必

要
と
す
る
事
業
者
」
を
対
象
と
し
て
、
独
立
し
た
事
務
室

で
あ
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

書
面
と
面
接
の
審
査
を
経
て
、
最
長
10
年
の
入
居
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
窓
口
相
談
の
ほ
か
、入
居
者
に
対
し
て
は
、

法
人
設
立
費
用
の
一
部
（
登
録
免
許
税
な
ど
の
実
費
を
除

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
主
任
研
究
員　

●　

大
川　

徹

創
業
・
新
産
業
創
出
に
向
け
多
様
な
支
援
事
業

―
「
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
」、伝
統
産
業
に
も
軸
足―

11
愛
媛
県

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

海面養殖の風景。愛媛県は「育てる漁業」である海面
養殖業の有数の産地に位置付けられている
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く
）
を
当
財
団
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
居
者
及
び
外
部
で
創
業
を
目
指
し
て
い
る

方
々
を
対
象
と
し
て
「
え
ひ
め
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
、
創
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
創
業
予
定
者
の
発
掘
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。
同
ス

ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
機
に
創
業
準
備
室
へ
入
居
、
本
格
的

に
創
業
の
準
備
を
始
め
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

３
、
助
成
事
業

　

新
産
業
創
出
（
２
次
創
業
・
事
業
承
継
を
含
む
）
支
援

の
た
め
の
各
種
助
成
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
え
ひ
め
中

小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
を
原
資
と
す
る
え
ひ
め
地
域
密
着

型
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
助
成
事
業
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
規
事
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
活
力
創
出
助
成
事
業
は
、
高
付
加

価
値
・
高
度
化
に
取
り
組
も
う
と
す
る
中
小
企
業
や
グ

ル
ー
プ
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
支
援
機
関
に
対
し
て
、
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

え
ひ
め
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す
る
農
林
漁
業
者
と

商
工
業
者
の
連
携
体
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
支
援
機
関
に

対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
事
業
化
の
助
言
、
さ
ら
に
は
、
助
成
後
の
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
に
目
を
向
け
、
発
展
を
支
援

　

さ
て
、
我
が
国
の
「
も
の
づ
く
り
」
は
伝
統
や
文
化
と

密
接
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
独
自
の
高
い
技
術
が
醸

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
「
も
の
づ
く
り
」
の

技
術
は
、
気
候
風
土
や
歴
史
的
背
景
な
ど
諸
要
因
に
よ
っ

て
、
強
い
地
域
性
を
持
ち
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。

　

時
代
は
流
れ
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
生
活
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
っ
て
、「
も
の
づ
く
り
」は
空
洞
化
が
進
み
、

地
域
性
も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
の
中
の
大
き
な
潮
流

は
変
え
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
長
い
時
間
を
か

け
て
培
わ
れ
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
技
術
を
現
在
に

合
致
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
で
す
。

　

愛
媛
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
伝
統
産
業
と
呼

ば
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
継
承
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

技
術
が
実
際
に
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
技

術
を
現
代
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
活
か
し
、
守
り
、
発
展

さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
事
業
者
も
大
勢
い
ま
す
。
単
な
る

技
術
の
伝
達
で
あ
れ
ば
「
承
継
」
で
充
分
で
す
が
、
地
域

の
「
も
の
づ
く
り
」
の
技
術
は
発
展
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

「
継
承
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
継
承
者
」
で
あ

る
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
魅
力
あ
る
新
産
業
が
創
出
さ
れ
る
土
壌
づ
く

り
が
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
支
援
機
関
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。私
ど
も
公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
産
業
に
目
を
向
け
、
地
域
ら
し
さ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
こ
れ
を

支
え
、
発
展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

創業準備室（ブース）の様子。安い家賃で事務スペースが利用できる

「えひめ産業振興財団」のプロジェクトマネージャー（左）
が創業相談に乗っている様子
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市
の
概
要
、
農
業
の
現
状

　

豊
後
大
野
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
５
町
２
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
人
口
約
３
万
９
０
０
０
人
、
大
分
県
の

南
西
部
、
大
野
川
の
中
・
上
流
域
に
位
置
し
、
総
面
積
は
、

６
０
３
・
36
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
県
土
の
９
・

５
％
を
占
め
て
い
る
。

　

気
候
は
南
海
型
気
候
に
属
し
、
平
地
気
候
と
山
地
気
候

の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、四
季
を
通
じ
て
お
お
む
ね
温
暖
で
、

一
部
の
山
岳
地
帯
を
除
い
て
は
、
平
坦
地
の
平
均
気
温
は

15
〜
16
度
と
極
め
て
農
耕
に
適
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
農

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

農
業
関
係
で
は
、
大
野
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
る
豊
か

な
水
利
を
利
用
し
た
水
田
地
帯（
４
２
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
県
内
屈
指
の
基
盤
整
備
さ
れ
た
畑
地
帯
（
２
１
１
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
を
有
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
そ
の
立
地
条
件

を
活
か
し
た
水
稲
、
葉
た
ば
こ
、
甘
藷
、
肉
用
牛
等
の
生

産
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

近
年
は
経
営
の
高
度
化
を
図
る
た
め
に
、
施
設
を
利
用

し
た
ピ
ー
マ
ン
や
菊
等
の
園
芸
や
肉
用
牛
の
多
頭
化
が
進

ん
で
い
る
が
、担
い
手
の
高
齢
化
や
認
定
農
業
者
の
減
少
、

後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
業
生

産
額
の
減
少
、
地
域
全
体
の
活
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
平
成
23
年
３
月

「
チ
ャ
ン
ス
〜
チ
ェ
ン
ジ
〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に

「
第
２
次
豊
後
大
野
市
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
課

題
の
解
決
と
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

毎
年
20
人
程
度
が
新
規
就
農
、

経
営
品
目
は
「
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
」

　

今
後
も
担
い
手
の
減
少
が
進
む
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
市
で
は
平
成
20
年
か
ら
新
規
就
農
者
の
確
保
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
同
年
以
降
、
毎
年
20
名
程
度
の
確
保
が

図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
新
規
就
農
者
の
経

営
品
目
を
「
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
」
に
定
め
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
に
定
め
た
理
由
は
、
他
の
品
目
に
比
べ

て
、

　

①
経
営
１
年
目
で
も
基
本
に
忠
実
に
取
り
組
め
ば
、
比

較
的
簡
単
に
栽

培
が
で
き
、
安

定
し
た
収
入
の

あ
る
作
物
で
あ

る
。

　

②
経
営
面
積

や
初
期
投
資
が

少
な
く
す
む
。

　

③
西
日
本
第

１
位
の
生
産
量

を
誇
り
、
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
確

立
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
で

就
農
者
を
育
成

　

新
規
就
農
者
の
確
保
を
更
に
強
化
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
に
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
〝
孵
化
〞
を
意
味
し
て
お
り
、夏
秋
ピ
ー

マ
ン
の
生
産
農
家
を
ゼ
ロ
か
ら
生
み
出
し
、
育
て
上
げ
る

と
い
う
意
味
か
ら
こ
の
名
称
と
し
た
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
に
は
専
用
農
場
が
あ

る
ほ
か
農
業
機
械
な
ど
も
備
え
て
お
り
、
研
修
期
間
は
２

年
間
。
１
年
目
は「
就
農
実
践
基
礎
研
修
」、２
年
目
は「
実

践
研
修
」（
模
擬
経
営
研
修
）
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

就
農
実
践
基
礎
研
修
は
、
優
秀
な
先
進
農
家
（
里
親
）
か

ら
ピ
ー
マ
ン
栽
培
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
学
ん
だ

こ
と
を
自
分
達
の
管
理
す
る
７
・
５
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で

実
際
に
行
う
と
い
う
研
修
シ
ス
テ
ム
。
実
践
研
修
で
は
、

豊
後
大
野
市
農
業
振
興
課 

主
任　

●　

山
津
輝
芳

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
新
規
就
農
者
を
確
保

―
ピ
ー
マ
ン
生
産
農
家
を
ゼ
ロ
か
ら
育
成―

12
大
分
県
豊
後
大
野
市

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化

特集

西日本１の生産量を誇る大分の夏秋ピーマン
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特集 起業支援で地域経済を活性化

肥
料
や
農
薬
な
ど
の
資
材
費
を
研
修
生
が
自
ら
負
担
し
、

15
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
経
営
を
行
っ
て
い
く
。
資
材
費
等

を
負
担
す
る
の
で
、
収
穫
物
は
研
修
生
の
収
入
と
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
基
礎
知
識
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

あ
り
、
基
礎
講
座
と
し
て
、「
土
壌
肥
料
」「
病
害
虫
」「
経

営
」、
簿
記
講
座
と
し
て
、「
複
式
簿
記
と
青
色
申
告
」
な

ど
、
万
全
の
体
制
で
研
修
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　

現
在
、
１
期
生
と
２
期
生
の
合
計
12
人
が
研
修
中
で
、

毎
日
、
早
朝
か
ら
ハ
ウ
ス
に
出
向
き
、
収
穫
や
調
整
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ム
の
募
集
要
領

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
募
集
要
領
は
以
下

の
通
り
。

・
募
集
人
員　

年
間
３
組

・
研
修
期
間　

２
年
間

・
応
募
資
格

　

①
研
修
に
２
人
以
上
で
参
加
で
き
る
55
歳
未
満
の
方

で
、
研
修
終
了
後
も
豊
後
大
野
市
内
に
居
住
し
就
農
す
る

方
。

　

②
申
し
込
み
を
す
る
３
月
か
ら
９
月
の
間
に
、短
期（
３

日
か
ら
１
週
間
程
度
）
の
体
験
研
修
を
行
え
る
方
。

　

③
当
面
必
要
な
生
活
費
や
施
設
整
備
等
の
自
己
資
金
を

有
す
る
方
。

　

④
普
通
自
動
車
第
１
種
免
許
の
資
格
を
有
す
る
方
。

・
研
修
開
始　

毎
年
１
月
か
ら

充
実
し
た
支
援
策

　

豊
後
大
野
市
で
は
、
研
修
生
が
研
修
だ
け
に
集
中
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
も
準
備
し
て
い
る
。
２
年

間
の
研
修
期
間
中
は
、
１
カ
月
１
万
２
５
０
０
円
の
家
賃

で
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
宿
泊
施
設
が
利
用
で
き
、
就
農
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
や
空
き
家
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
営
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
ハ
ウ
ス

や
農
業
用
機
械
導
入
の
際
、
補
助
金
も
受
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
国
の

「
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）」
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
研
修
機
関
と
し
て
、
大
分
県
で
は
第
１
号
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
要
件
を
満
た
せ
ば
受
給
で
き
る
が
、
機
械

導
入
の
補
助
金
と
の
併
用
は
で
き
な
い
。

ピ
ー
マ
ン
産
地
の
拡
大
と
担
い
手
の
確
保

　

豊
後
大
野
市
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
面
積
は
11
ヘ
ク
タ
ー
ル

ま
で
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度
は
17

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
栽
培
面
積
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に

は
、
葉
た
ば
こ
廃
作
に
伴
う
ピ
ー
マ
ン
へ
の
転
換
も
あ
る

が
、
品
目
を
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
に
絞
り
新
規
就
農
者
の
確
保

に
努
め
て
き
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

市
で
は
新
規
に
就
農
す
る
ピ
ー
マ
ン
生
産
農
家
（
夫
婦

２
人
の
場
合
）
の
栽
培
面
積
を
20
ア
ー
ル
程
度
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
面
積
が
あ
れ
ば
年
間
約
28

ト
ン
の
ピ
ー
マ
ン
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
り
上
げ

は
約
８
０
０
万
円
。
経
費
率
を
５
割
程
度
と
す
る
と
、
年

間
４
０
０
万
円
の
収
入
が
確
保
で
き
る
計
算
だ
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
目
標
に
沿
っ
て
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
を
柱
に
新
規
就
農
者
の
確
保
を
積
極
的

に
行
い
、
ピ
ー
マ
ン
産
地
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.bungoono.info/index.php

農業用ハウスの組み立てもインキュベーション
ファームの研修カリキュラムに組み込まれている

里芋の定植準備作業の様子。インキュベーションファーム
ではピーマン以外にも里芋や甘藷などの栽培研修がある
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１
．
起
業
・
創
業
を
め
ぐ
る
環
境

　

地
域
に
お
け
る
新
た
な
需
要
を
喚
起
し
、
地
域
の
雇
用

や
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
起
業
・
創
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
機
運
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
我

が
国
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
産
業
の
新
陳
代
謝

を
促
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
で

は
、
１
９
９
１
年
の
調
査
か
ら
廃
業
率
が
開
業
率
を
上
回

る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
特
に
近
年
で
は
、
女
性
の
起
業

家
が
減
少
し
、
起
業
家
の
平
均
年
齢
が
上
昇
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
が
長

く
続
い
た
結
果
、
女
性
や
若
者
も
、
ま
た
、
資
金
の
出
し

手
も
、
積
極
的
に
起
業
・
創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
リ
ス

ク
を
敬
遠
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
を
打
破
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年

６
月
14
日
に
日
本
再
興
戦
略
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
革
新
の
観
点
か
ら
、
開
業
率
が
廃

業
率
を
上
回
る
状
況
に
し
、
開
業
率
が
米
国
・
英
国
の
水

準
（
10
％
台
）
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
通
常
国
会
に
お
い
て
改
正
さ
れ
た

中
小
企
業
基
本
法
に
お
い
て
は
、
特
に
女
性
や
青
年
に
よ

る
中
小
企
業
の
創
業
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
起
業
・
創
業
の
促
進
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
起
業・創
業
の
実
態（
中
小
企
業
白
書
よ
り
）

　

起
業
家
は
、
性
別
、
年
齢
、
起
業
動
機
、
選
択
す
る
事

業
分
野
、
経
営
志
向
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
側
面
を
持

ち
、
起
業
の
形
態
も
多
様
で
す
。
こ
こ
で
は
、
中
小
企
業

白
書
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
傾
向
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
目
指
し
て
い
る
今
後
（
３
年

後
程
度
）
の
市
場
に
つ
い
て
、
約
3
割
が
「
規
模
を
拡
大

し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、
約
7
割
が
「
規

模
の
拡
大
よ
り
、
事
業
の
安
定
継
続
を
優
先
し
た
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
成
長
志
向
の
企
業
の
み
な
ら
ず
、
事
業

の
安
定
を
優
先
す
る
企
業
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
想
定
し
て
い
る
市
場
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
、「
規

模
を
拡
大
し
た
い
」
と
回
答
し
た
成
長
志
向
の
企
業
の
う

ち
約
4
割
が
同
一
市
町
村
又
は
同
一
都
道
府
県
、
約
5
割

が
全
国
、
約
１
割
が
海
外
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
規
模
拡

大
を
志
向
す
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
段

階
か
ら
海
外
を
目
指
す
割
合
は
１
割
程
度
で
あ
り
、
国
内

市
場
志
向
が
う
か
が
え
ま
す
。
一
方
で
、「
規
模
の
拡
大

よ
り
、
事
業
の
安
定
継
続
を
優
先
し
た
い
」
と
回
答
し
た

企
業
で
は
、
約
6
割
が
同
一
市
町
村
又
は
同
一
都
道
府
県

と
回
答
し
て
お
り
、
よ
り
地
域
に
身
近
な
市
場
で
の
事
業

展
開
を
志
向
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
、事
業
経
営
方
針
と
し
て「
規

模
の
拡
大
よ
り
、
事
業
の
安
定
継
続
を
優
先
し
た
い
」
と

回
答
し
、
か
つ
、
目
指
し
て
い
る
市
場
と
し
て
同
一
市
町

村
又
は
同
一
都
道
府
県
と
回
答
し
て
い
る
企
業
を
「
地
域

需
要
創
出
型
」、
事
業
経
営
方
針
と
し
て
「
規
模
を
拡
大

し
た
い
」
と
回
答
し
、
か
つ
、
目
指
し
て
い
る
市
場
と
し

て
全
国
又
は
海
外
と
回
答
し
て
い
る
企
業
を
「
グ
ロ
ー
バ

ル
成
長
型
」
と
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
業
形
態
の
特
徴

を
比
較
す
る
と
図
１
の
と
お
り
で
す
。

　

次
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
起
業
形
態
別
に
主
要

市
場
を
比
較
す
る
と
、
地
域
需
要
創
出
型
で
は
、「
対
個

人
消
費
者
向
け
」
の
割
合
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
型
に
比

べ
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
個
人
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
よ
り
身
近
な
事
業
展
開
が
み
ら
れ
ま
す
。（
図

２
参
照
）

　

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
所
在
を
見
る
と
、
地

域
需
要
創
出
型
の
6
割
強
が
三
大
都
市
圏
以
外
の
道
県
内

に
所
在
し
て
い
る
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
型
で
は
三
大

我
が
国
の
起
業
・
創
業
の
状
況
と
支
援
施
策

特集

中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
創
業
・
技
術
課
長　

●　

平
井
淳
生

起
業
支
援
で
地
域
経
済
を
活
性
化
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都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業
が
6
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
地
域
需
要
創
出
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

が
、
地
域
経
済
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。（
図
３
参
照
）

　

さ
ら
に
、
起
業
を
意
識
し
た
年
齢
と
実
際
に
起
業
し
た

年
齢
を
比
較
す
る
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
型
の
起
業
家
は
、

起
業
を
意
識
し
た
年
齢
及
び
実
際
に
起
業
し
た
年
齢
共

に
、
地
域
需
要
創
出
型
の
起
業
家
よ
り
若
く
、
早
い
段
階

か
ら
起
業
を
意
識
し
な
が
ら
、
就
業
経
験
の
中
で
事
業
に

関
す
る
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
、
起
業
し
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
需
要
創
出
型
の
起
業
家
は
、
あ
る
程
度

の
就
業
経
験
を
積
ん
だ
後
、
や
り
た
い
こ
と
の
延
長
線
上

と
し
て
起
業
を
意
識
し
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。（
図
４
参
照
）

　

次
に
、起
業
し
た
事
業
分
野
を
男
女
別
に
比
較
す
る
と
、

女
性
起
業
家
の
事
業
分
野
は
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
、
教
育
・

学
習
支
援
業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
個
人
向
け

図１　事業経営方針と目指している今後（３年後程度）の市場による起業形態の分類

図２　起業形態別の主要市場

図３　起業形態別のスタートアップ企業の所在
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の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
起
業
の
割
合
が
40
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、
今
後
、
地
域
に

お
い
て
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
新
た
な
需
要
が

生
ま
れ
る
分
野
、
社
会
が
更
に
成
熟
化
し
て
い
く
中
で
需

要
が
高
ま
る
分
野
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。（
図
５
参
照
）

３
．
起
業
・
創
業
に
対
す
る
主
な
支
援
策

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
日
本
再
興
戦
略
や
中
小
企
業
基
本

法
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
起
業
・
創
業
に
対
す
る
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現
在
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
策
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
創
業
補
助
金

　

多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
起
業
・
創
業
を
力
強
く
後

押
し
し
、
特
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
経
験
・
感
性
・
視
点

や
若
者
の
活
力
・
セ
ン
ス
を
活
か
し
て
新
し
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
な
活
動
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

創
業
補
助
金
が
平
成
24
年
度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
約
８
０
０
０
件
の
支
援
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
２
度
の
補
助
金
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
約
２
５
０
０

件
を
採
択
済
み
（
８
月
現
在
）
で
す
。

　

本
補
助
金
は
、
①
地
域
の
需
要
や
雇
用
を
創
出
す
る
事

業
を
興
す
「
地
域
需
要
創
造
型
起
業
・
創
業
」、
②
海
外

市
場
の
獲
得
を
念
頭
と
し
た
事
業
を
興
す
「
海
外
需
要
獲

得
型
起
業
・
創
業
」、
③
既
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
後
継
者
が
先
代
か
ら
引

き
継
い
だ
場
合
に
事
業
展
開
や
新
事
業
・
新
分
野
に
進
出

す
る
「
第
二
創
業
」
の
３
つ
の
類
型
に
分
か
れ
て
お
り
、

店
舗
等
の
借
入
費
、設
備
費
、販
路
開
拓
に
要
す
る
費
用
、

従
業
員
の
人
件
費
や
起
業
・
創
業
時
の
官
公
庁
へ
の
申
請

書
類
の
作
成
経
費
な
ど
の
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助
（
補

助
金
の
上
限
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
照
）し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
申
請
は
、
47
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た

地
域
事
務
局
を
窓
口
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
、
起
業
・
創
業
を
目
指
す
方
へ
の
説
明
会

の
開
催
、
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
の
構
築
、
地
域
の
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
踏
ま
え

た
審
査
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を
行
う
た
め
で
す
。

　

ま
た
、本
制
度
は
、金
融
機
関
等
の
認
定
支
援
機
関
（
注

１
）
に
よ
る
継
続
的
な
支
援
（
事
業
計
画
の
作
成
、
事
業

実
施
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
合
わ
せ
て
行
う
新
た
な
支
援

の
形
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
に
当
た
っ
て
は
認
定
支

援
機
関
と
も
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
創
業
補
助
金
の
活
用
事
例
）

　

今
年
７
月
に
静
岡
県
浜
松
市
で
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
を

開
業
し
た
古
山
氏
は
、
製
パ
ン
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
大

阪
・
東
京
の
実
力
店
で
約
10
年
修
業
を
積
み
、
イ
ー
ス
ト

図４　起業形態別の起業家の各段階の年齢

図５　男女別の起業家の起業分野
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の
使
用
を
極
力
減
ら
し
た
自
家
製
の
天
然
酵
母
に
よ
っ
て

低
温
で
ゆ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
る
こ
だ
わ
り
の
製
法
に
よ

り
、
小
麦
粉
に
含
ま
れ
る
糖
分
を
残
し
た
ま
ま
生
地
を
熟

成
さ
せ
、
水
分
を
保
持
す
る
こ
と
で
し
っ
と
り
と
し
た
食

感
を
生
み
出
す
パ
ン
作
り
を
目
指
し
て
開
業
を
決
意
。

　

地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
活
用
し
た
地
産

地
消
の
独
創
的
な
パ
ン
を
健
康
志
向
の
パ
ン
好
き
ユ
ー

ザ
ー
に
提
供
し
、
将
来
は
パ
ン
を
中
心
と
し
た
カ
フ
ェ
、

物
販
を
併
設
し
た
衣
・
食
・
住
ト
ー
タ
ル
で
ロ
ハ
ス
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
山
氏
の
夢
を
後
押
し
し
た
の
は
、
地
元
の
浜
松
信
用

金
庫
。
開
業
に
向
け
た
相
談
や
具
体
的
な
事
業
計
画
の
作

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
募
集
を
し

て
い
た
創
業
補
助
金
の
活
用
を
勧
め
ま
し
た
。
今
後
も
事

業
の
進
捗
状
況
を
毎
月
１
回
程
度
確
認
し
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
創
業
者
向
け
融
資
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
等
）

　

①
中
小
企
業
経
営
力
強
化
資
金

　

創
業
又
は
新
た
な
事
業
活
動
へ
の
挑
戦
を
行
う
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
で
あ
っ
て
、
認
定
支
援
機
関
の
支
援

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
低
利
で

融
資
を
行
い
ま
す
（
基
準
金
利
マ
イ
ナ
ス
０
・
４
％
）。

こ
の
う
ち
、
国
民
生
活
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
５
０
０
万

円
ま
で
無
担
保
・
無
保
証
人
で
融
資
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

②
新
創
業
融
資
（
国
民
生
活
事
業
の
み
）

　

創
業
予
定
者
又
は
創
業
か
ら
２
期
未
満
の
企
業
に
は
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
の
中
で
１
５
０
０
万
円

ま
で
無
担
保
・
無
保
証
人
で
融
資
が
可
能
で
す
。
金
利
は
、

各
融
資
制
度
の
貸
付
金
利
に
１
・
65
％
上
乗
せ
さ
れ
た
金

利
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

※
①
②
と
も
実
際
の
融
資
に
は
審
査
が
必
要
で
す
。

（
３
）
創
業
関
連
保
証
・
創
業
等
関
連
保
証
（
保
証
協
会
）

　

創
業
予
定
者
又
は
創
業
か
ら
５
年
未
満
の
企
業
の
民
間

金
融
機
関
の
借
り
入
れ
に
対
し
、
信
用
保
証
協
会
か
ら
、

最
大
２
５
０
０
万
円
ま
で
債
務
の
保
証
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

※
実
際
の
債
務
保
証
に
は
審
査
が
必
要
で
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
き
っ
か
け
は
様
々
で
あ
っ
て
も
、

地
域
の
雇
用
や
需
要
を
生
み
出
し
、
地
域
に
活
力
を
も
た

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
起
業
・
創
業
は
と
て
も
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
夢
や
想
い
を
カ
タ
チ
に
し
よ
う
と
一

歩
踏
み
出
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
溢
れ
る
起
業
家
の
方
々
に

対
す
る
支
援
を
強
力
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
起
業
家
の
方
々
に
創
業
補
助
金
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
支
援
策
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
各
地
に
あ
る
商
工
会
・
商
工
会
議
所
な
ど
の
商
工
団

体
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
保
証
協
会
等
の
金
融
関
係
機

関
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
地
方
自
治
体
か
ら
の
広
報
や
き

め
細
か
な
相
談
体
制
の
整
備
が
重
要
で
す
。

　

地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
等
の
方
々
と
は
、
起
業
・
創

業
支
援
の
推
進
に
向
け
、
一
層
の
連
携
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
、関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
１
）
認
定
支
援
機
関

　

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
中
小
企
業
の
経
営
状
況
の
分
析
、
事
業
計
画

の
作
成
等
の
指
導
及
び
助
言
等
を
行
う
機
関
を
国
が
認

定
。
平
成
25
年
８
月
15
日
現
在
に
お
い
て
１
万
５
８
８
４

機
関
が
認
定
を
受
け
て
お
り
、
金
融
機
関
で
は
、
地
方
銀

行
は
全
行
、
信
用
金
庫
が
99
％
、
信
用
組
合
で
55
％
が
認

定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の
身
近
な
相
談
相
手
で

あ
る
税
理
士
・
税
理
士
法
人
が
全
体
の
７
割
を
占
め
る
な

ど
、
新
た
な
中
小
企
業
の
支
援
人
材
の
担
い
手
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

表１　創業補助金の事業スキームと補助金額
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美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

　

北
斗
市
は
、
平
成
18
年
２
月
１
日
、
旧

上
磯
町
と
旧
大
野
町
が
新
設
合
併
し
、
北

海
道
で
は
35
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
本
市
は
、
津
軽
海
峡
や
函
館
湾
に

面
し
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
、
海
洋

性
の
気
候
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
と
し

て
は
降
雪
量
が
少
な
く
、
比
較
的
温
暖
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
す
。

　

本
市
は
北
海
道
の
水
田
発
祥
の
地
と
し

て
古
く
か
ら
稲
作
が
営
ま
れ
、
農
業
と
漁

業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
肥
沃

で
実
り
豊
か
な
大
地
と
資
源
豊
富
な
海
も

あ
り
、
新
鮮
で
、
美
味
し
い
農
水
産
物
が

特
産
品
で
す
。
ま
た
、
鉱
業
で
は
、
無
尽

蔵
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
石
灰
石
の
宝
庫

「
峩
朗
（
が
ろ
う
）
鉱
山
」
を
持
ち
、
そ

れ
を
原
料
と
し
た
セ
メ
ン
ト
製
造
が
１
０

０
年
以
上
も
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
観
光
面
で
は
、
バ
タ
ー
や
ク
ッ

キ
ー
で
有
名
な
男
子
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院

や
、
眼
下
に
南
北
海
道
一
の
広
大
な
パ
ノ

ラ
マ
が
広
が
る
「
き
じ
ひ
き
高
原
」、
国

指
定
史
跡
の
「
松
前
藩
戸
切
地
（
へ
き
り

ち
）
陣
屋
跡
」
な
ど
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
り
、
四
季
折
々
の
色
彩
感
あ
ふ
れ
る
美

し
い
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
に

　

平
成
17
年
５
月
、
待
ち
に
待
っ
た
北
海

道
新
幹
線
新
青
森―
新
函
館
（
仮
称
）
間

約
１
５
０
㌔
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

本
市
に
は
、北
海
道
の
玄
関
口
と
し
て
、

ま
た
、
南
北
海
道
に
お
け
る
拠
点
駅
と
し

て
新
駅
（
新
函
館
駅
）
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
新
青
森―

新
函

館
（
仮
称
）
間
は
平
成
27
年
度
末
の
開
業

を
目
指
し
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
る
本

線
建
設
工
事
や
車
両
基
地
整
備
工
事
が
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
市
が

施
工
す
る
新
駅
周
辺
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
駅
周
辺
地
区
は
、
人
や
モ
ノ
、
情
報
、

文
化
な
ど
が
行
き
交
う
交
流
拠
点
と
し

て
、
存
在
感
と
優
位
性
が
飛
躍
的
に
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
新

幹
線
の
開
業
を
〝
千
載
一
遇
〞
の
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
捉
え
、
そ
の
波
及
効
果
を
最
大

限
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
北
海

道
と
東
北
、
関
東
エ
リ
ア
と
の
距
離
が
大

き
く
縮
ま
る
こ
と
と
な
り
、
人
の
動
き
が

現
在
と
は
大
き
く
変
化
す
る
見
通
し
で

す
。

　

北
斗
市
に
設
置
さ
れ
る
新
駅
か
ら
の
所

要
時
間
は
、新
青
森
駅
ま
で
が
約
１
時
間
、

岩
手
県
の
盛
岡
駅
ま
で
が
約
２
時
間
、
宮

城
県
の
仙
台
駅
ま
で
が
約
２
時
間
半
、
そ

し
て
東
京
駅
ま
で
は
約
４
時
間
と
な
り
ま

す
。

　

首
都
圏
の
方
々
が
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
で
北
海
道
に
来
ら
れ
る
場
合
、
現
在
は

ほ
ぼ
空
路
に
よ
る
移
動
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
多
く
の
方
が
新
幹
線
利
用
に
変
更
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

新
駅
中
心
に
ま
ち
づ
く
り

　

新
駅
は
ピ
ー
ク
時
で
１
日
１
万
人
の
乗

降
客
が
見
込
ま
れ
、
順
次
造
成
さ
れ
る
商

業
地
域
に
は
、
ホ
テ
ル
や
小
売
・
飲
食
店
、

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
立
地
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
建
築
物
の
用
途
や
形
態
な
ど

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
で
ル
ー
ル
を
定

め
、
新
幹
線
の
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
適
切

な
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

北
斗
市
で
は
、
新
幹
線
の
開
業
効
果
を

地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
、
新
駅
周
辺
地
区
に
立
地
し
、
特
定
の

事
業
を
行
う
企
業
に
対
す
る
助
成
制
度
を

地域
TOPICS
トピックス

新
駅
を
中
心
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
〜

北
海
道
北
斗
市
経
済
部
水
産
商
工
労
働
課 

課
長　

●　

山
崎
勝
巳

北海道新幹線の新駅駅舎の完成予想図
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設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
駅
周
辺
地
区

の
公
共
施
設
と
し
て
は
、
街
路
や
公
園
を

は
じ
め
、
駅
舎
前
に
は
乗
合
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
り
場
な
ど
の
駅
前
広
場
、
さ
ら

に
、
普
通
乗
用
車
５
８
０
台
収
容
の
立
体

駐
車
場
と
20
台
分
の
観
光
バ
ス
専
用
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

新
駅
の
駅
舎
は
、
市
内
の
ト
ラ
ピ
ス
ト

修
道
院
の
ポ
プ
ラ
並
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
で
す
。
駅
舎
は
２
階
建
て
で
、
２
階

に
改
札
口
を
設
け
、
新
幹
線
と
在
来
線
と

も
に
１
階
の
ホ
ー
ム
か
ら
発
着
す
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
と
連
絡

す
る
階
段
通
路
に
は
前
面
に
ガ
ラ
ス
張
り

の
付
帯
施
設
を
設
け
、
そ
の
内
部
に
は
観

光
案
内
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。地

域
資
源
を
活
か
し
観
光
振
興

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
全
国

各
地
か
ら
大
勢
の
方
々
が
北
海
道
を
訪
れ

て
き
ま
す
。
そ
の
お
客
様
を
も
て
な
す
た

め
、
市
内
に
数
多
く
あ
る
観
光
資
源
に
つ

い
て
、
そ
の
魅
力
や
発
展
の
可
能
性
を

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
研
究
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
基
幹

産
業
で
あ
る
１
次
産
業
を
活
か
し
た
体
験

型
観
光
は
、
観
光
振
興
策
の
柱
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
例
と
し
て
、
農
業
で
は
田
植
え
体

験
や
各
種
野
菜
の
栽
培
、
収
穫
体
験
、
観

光
農
園
に
お
け
る
果
樹
収
穫
体
験
、
漁
業

で
は
、
地
引
き
網
体
験
や
サ
ケ
の
遡
上
を

活
用
し
た
体
験
、
フ
ノ
リ
摘
み
や
ア
サ
リ

採
り
の
体
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
熟
練
し

た
技
術
が
必
要
で
す
が
、
伝
統
の
ホ
ッ
キ

突
き
漁
に
よ
り
ホ
ッ
キ
貝
を
収
穫
し
て
も

ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
農
業
者
や
漁
業
者
、
商

工
業
者
な
ど
担
い
手
と
な
る
方
々
と
意
識

を
共
有
し
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
体
験
型

観
光
の
確
立
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

絶
景
の「
き
じ
ひ
き
高
原
」を
活
用

  

ま
た
、
市
内
の
木
地
挽
山
全
体
に
広
が

る
「
き
じ
ひ
き
高
原
」
か
ら
は
、
津
軽
海

峡
や
函
館
山
、水
田
が
広
が
る
大
野
平
野
、

大
沼
小
沼
、
駒
ヶ
岳
ま
で
が
一
望
で
き
、

高
原
牧
場
な
ら
で
は
の
絶
景
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
大
自
然
の
中
で
、
北
海
道
ら

し
い
雄
大
さ
と
新
鮮
な
空
気
、
素
晴
ら
し

い
景
観
が
楽
し
め
る
き
じ
ひ
き
高
原
は
、

本
市
の
観
光
資
源
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
可
能
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

立
地
条
件
も
新
幹
線
新
駅
に
近
い
場
所

に
あ
り
、
国
道
と
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

既
存
の
市
営
牧

場
、キ
ャ
ン
プ
場
、

匠
の
森
公
園
な
ど

の
施
設
も
整
っ
て

い
ま
す
の
で
、
北

海
道
新
幹
線
の
開

業
に
間
に
合
う
よ

う
、
き
じ
ひ
き
高

原
の
活
用
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
も
推
進

　
一
方
、
北
斗
市
で
は
総
合
運
動
公
園
内
に

あ
る
陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
の

改
修
に
伴
い
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

市
内
の
上
磯
ダ
ム
や
八
郎
沼
公
園
の
周

辺
、
き
じ
ひ
き
高
原
な
ど
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
に
富
ん
だ
地
形
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

最
適
な
環
境
で
あ
る
と
、
専
門
家
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
は
、
市
内
の
宿

泊
施
設
の
利
用
促
進
や
、
そ
の
宿
泊
施
設

で
の
地
場
産
品
の
使
用
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
有
力
選
手
の
動
向
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
北
斗
市
の
知
名
度

向
上
に
も
貢
献
し
ま
す
。

　

ま
た
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
有
力
選
手

を
間
近
に
見
て
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
能
力
、
や
る
気
が
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
と
い
っ
た
波
及
効
果
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
目
指
す

　

本
市
は
人
口
約
５
万
人
の
小
さ
な
都
市

で
す
が
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
を
契
機

に
、
前
述
し
た
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
都
市
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
、「
新
幹
線
が
拓
く　

輝

き
の
ま
ち　

北
斗
」
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新駅と新幹線の整備工事の様子。手前が駅前広場になる

トラピスト修道院

きじひき高原パノラマ展望台からの眺望
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自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
は

　

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
は
、

自
動
車
が
安
全
性
や
環
境
保
全
の
基
準
を

満
た
し
、
国
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
公
道
を
走
行
で
き
る
こ
と
を
外

形
的
に
示
す
効
果
が
あ
り
、
自
動
車
の
前

後
に
備
え
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
、
税
金
の
徴
税
事
務
、
警
察
の

犯
罪
捜
査
や
環
境
規
制
に
伴
う
自
動
車
の

流
入
規
制
な
ど
の
行
政
事
務
の
ほ
か
、
駐

車
場
や
有
料
道
路
で
の
車
両
管
理
等
の
民

間
事
業
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。自

治
体
の
要
望
受
け
、

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
導
入

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
「
地
域
名
」

（
例
：
品
川
、
横
浜
、
湘
南
な
ど
）
は
、

そ
の
自
動
車
の
使
用
や
整
備
等
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
場
所（
使
用
の
本
拠
の
位
置
）

を
表
す
も
の
で
、
従
来
、
主
に
そ
の
地
域

を
管
轄
す
る
運
輸
支
局
や
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
を
示
し
て
い
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
い
く
つ
か
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
地
域
振

興
や
観
光
振
興
に
活
用
す
る
た
め
、
新
し

い
地
域
名
表
示
の
創
設
な
ど
の
弾
力
化
を

求
め
る
強
い
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

検
討
を
行
い
、
平
成
17
年
７
月
、
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー（
第
１
弾
）と
し
て
18
地
域（
仙

台
、
会
津
、
那
須
、
つ
く
ば
、
高
崎
、
川

越
、
成
田
、
柏
、
金
沢
、
諏
訪
、
伊
豆
、

岡
崎
、
豊
田
、
一
宮
、
鈴
鹿
、
堺
、
倉
敷
、

下
関
）
へ
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、富
士
山
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

山
梨
、
静
岡
両
県
に
ま
た
が
る
珍
し
い
例

と
し
て
、
平
成
20
年
11
月
か
ら
新
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
富
士
山
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
は
「
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
、
機
運
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
の
評
価
の

声
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
２
弾
は
10
地
域

　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
（
第
１
弾
）
導

入
の
後
、
再
び
、
平
泉
や
奄
美
な
ど

複
数
の
地
域
か
ら
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

導
入
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
ま
た
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
第
１
弾
の
効

果
等
を
検
証
し
た
結
果
、
地
域
住
民

の
一
体
感
等
の
醸
成
、
地
域
の
知
名

度
向
上
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
平
成
25
年
２
月
に
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
（
第
２
弾
）
の
募
集
を

開
始
し
、
有
識
者
に
よ
る
審
査
会
を

経
て
、平
成
25
年
８
月
に
10
地
域（
盛

岡
、
平
泉
、
郡
山
、
前
橋
、
川
口
、

越
谷
、
杉
並
、
世
田
谷
、
春
日
井
、

奄
美
）へ
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
新
し
い

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
は
、
平

成
26
年
度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
一
助
に

　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
自
体
は
プ

レ
ー
ト
の
地
域
名
表
示
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

今
回
、
導
入
が
決
ま
っ
た
地
域
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域

振
興
の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
た
だ

き
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
十
分
に
生
か
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

TOPICS
トピックス

平
泉
、奄
美
な
ど
10
地
域
に
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

〜
第
２
弾
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
活
用
を
〜

国
土
交
通
省
自
動
車
局
自
動
車
情
報
課　

ご当地ナンバー第２弾を発表する太田昭宏国土交通大臣（８月２日、国交省で）
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市
出
身
、
ゆ
か
り
の
著
名
人
で

チ
ー
ム
結
成

　

ブ
ー
ス
タ
ー
と
は
英
語
で
、
後
押
し
す

る
人
な
ど
と
い
っ
た
意
味
で
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
は
特
定
チ
ー
ム
の
熱
狂

的
な
支
援
者
と
い
っ
た
意
味
も
あ
り
、
本

市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
後
押
し
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
名
付
け
た
も

の
で
あ
る
。

　

今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
草
津
市
出
身
、
ゆ

か
り
の
著
名
人
、モ
デ
ル
、女
優
、ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
13
人
と
３
組
で
構
成
し
て

お
り
、
各
自
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
情
報
発
信

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
検
討
し
て
い

く
。

　

い
わ
ゆ
る
○
○
大
使
で
は
な
く
チ
ー
ム

型
と
し
た
の
は
、
従
来
に
な
い
話
題
性
も

あ
る
が
、
本
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
は
、

市
民
と
行
政
が
チ
ー
ム
と
し
て
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

著
名
人
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
チ
ー
ム
で
行
う
と

い
う
発
想
は
必

然
的
な
も
の

だ
っ
た
。

　

去
る
８
月
９

日
に
公
開
記
者

発
表
と
い
う
形

で
メ
ン
バ
ー
の

委
嘱
式
を
行

い
、
新
聞
や

ネ
ッ
ト
な
ど
で

数
多
く
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く

温
泉
は
ど
こ
で
す
か
？

　
「
草
津
と
い
え
ば
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た

ら
、
み
な
さ
ん
は
な
ん
と
答
え
る
で
し
ょ

う
か
？
お
そ
ら
く
「
温
泉
」
が
圧
倒
的
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
有
名
な

〝
草
津
温
泉
〞
は
、
わ
が
草
津
市
に
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

草
津
市
は
滋
賀
県
の
南
部
、
日
本
一
の

琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
位
置
し
、
東
海
道
と

中
山
道
の
唯
一
の
合
流
地
点
に
あ
る
宿
場

町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。現
在
で
も
名
神
・

新
名
神
高
速
道
路
が
結
節
し
、
Ｊ
Ｒ
の
駅

の
乗
降
客
数
で
は
県
内
ト
ッ
プ
を
誇
る
な

ど
交
通
の
要
衝
で
、
京
阪
神
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
東
洋
経
済

新
報
社
の
平
成
25
年
版
「
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
も
全
国
７
９
０
都
市
中
21
位

で
、
近
畿
圏
内
で
は
最
も
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
観
光
客
か
ら
は
「
温
泉
は
ど

こ
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
と
い
う
の
が

笑
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
笑
い
話
な
の
で
あ

る
。

い
ざ
…
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
！

　

各
自
治
体
で
は
、
地
域
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
等
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
本
市
と
同
様
、
そ

の
多
く
の
自
治
体
は
大
都
市
近
郊
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
、
生
活
利
便
性

は
高
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
も
あ
る
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
が
な
い
と
い
う
共
通

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
、
い
か
に
都
市
の
活
力
を
維
持

し
、
住
民
満
足
度
を
高
め
る
の
か
、
そ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
市
も
先
進
自
治
体
を
参
考
と
し
て
、

昨
年
度
「
草
津
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略

基
本
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
今
年
度
か
ら

事
業
展
開
を
開
始
し
た
。
チ
ー
ム
型
Ｐ
Ｒ

集
団
「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
結
成
は
、
こ
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
具
体
的
な
情
報
発
信
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

草
津
市
総
合
政
策
部
企
画
調
整
課

副
参
事

　

●　

荒
川
武
仁

〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

滋
賀
県
草
津
市

こ
と
が
で
き
た
。

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
次
の
展
開

　

チ
ー
ム
型
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
話
題

性
の
他
に
も
チ
ー
ム
型
ゆ
え
の
拡
張
性
の

よ
さ
や
、
メ
ン
バ
ー
が
複
数
い
る
た
め
出

演
等
の
依
頼
の
し
や
す
さ
、
選
択
肢
が
広

が
る
こ
と
、
ま
た
チ
ー
ム
揃
っ
て
の
活
動

に
よ
る
話
題
性
、
イ
ン
パ
ク
ト
強
化
な
ど

が
あ
る
。

　

今
後
は
、
新
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
話
題
性

に
も
配
慮
し
つ
つ
、メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
、

官
民
を
問
わ
ず
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

に
出
来
る
限
り
出
演
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
含
め
た
情
報
発
信
の

機
会
を
増
や
し
て
い
け
る
か
が
鍵
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
き
っ
か
け
に
市
内

外
の
多
く
の
人
に
草
津
市
の
魅
力
が
伝
わ

り
、〝
わ
が
ま
ち
草
津
〞
に
対
す
る
市
民

の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
こ
と
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

チ
ー
ム
で
草
津
市
の
魅
力
を
発
信

　
　

〜
著
名
人
に
よ
る
「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
が
始
動
〜

「KUSATSU　BOOSTERS」のメンバー
（委嘱式出席者）

意気込みを語る草津市出身のメンバー、
ムーディ勝山さん
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豊
富
な
果
樹
と
伝
統
芸
能

　

南
部
町
は
青
森
県
の
南
東
に
位
置
し
、

八
戸
市
の
西
部
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
町

は
平
成
18
年
１
月
に
旧
南
部
町
と
旧
名
川

町
及
び
旧
福
地
村
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し

た
。
町
の
中
央
に
は
馬
淵
川
が
流
れ
、
南

西
部
に
は
標
高
６
１
５
㍍
の
名
久
井
岳
が

そ
び
え
、
山
と
川
、
そ
し
て
美
し
い
田
園

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
川
の

沿
岸
部
で
は
肥
よ
く
な
土
地
を
利
用
し
た

水
稲
や
野
菜
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
丘
陵
地
帯
で
は
果
樹
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。
南
部
町
で
は
み
か
ん
と
バ
ナ
ナ
と

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
以
外
は
収
穫
で
き
る
と

い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
多
種
多
様
な
果
物
が

栽
培
さ
れ
て
お
り
、中
で
も
さ
く
ら
ん
ぼ
、

洋
な
し
、
も
も
、
ぶ
ど
う
な
ど
は
県
内
随

一
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
部
町
は
南
部
藩
発
祥
の
地
と

し
て
古
く
か
ら
発
達
し
て
き
た
歴
史
の
あ

る
町
で
す
。
町
に
は
様
々
な
伝
統
文
化
・

伝
統
芸
能
が
根
付
い
て
い
ま
す
が
、
中
で

も
名
川
地
区
に
伝
わ
る
南
部
手
踊
り
は
数

百
年
以
上
も
前
か
ら
郷
土
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
民
舞
踊
（
み
ん
ぶ
よ
う
）
で
す
。

農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
る

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
果
樹
の
里
と
し
て

果
物
狩
り
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
町
で
の
滞
在
時
間
は
ご
く
限
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
果
物
狩
り
で
最
も
多
く
来

客
が
あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
は
１
シ
ー

ズ
ン
で
１
万
人
程
度
が
訪
れ
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
果
物
狩
り
は
決
し
て
来
客
が
多

い
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
観

光
客
の
増
加
を
め
ざ
し
て
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
従
来
の

果
物
狩
り
に
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
を
加
え
た

「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
事
業
を
県

や
町
農
業
観
光
振
興
会
、
産
地
直
売
施
設

な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
本
格
的
に

始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
と

銘
打
っ
た
誘
客
事
業
は
、
ま
ず
観
光
客
が

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
に
集
合
し
、
全
体

の
説
明
を
受
け
た
後
、
農
園
で
の
収
穫
体

験
と
試
食
の
ほ
か
、
パ
テ
ィ
シ
エ
の
指
導

を
受
け
て
、
自
分
が
収
穫
し
た
果
物
を
使

用
し
た
自
分
だ
け
の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
が

体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

１
回
当
た
り
の
定
員
は
30
人
程
度
で
、

専
属
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
果
物
狩
り
と
果
物

に
あ
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
を
企
画
し
て

お
り
、「
食
材
は
全
て
町
内
産
」
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
波
及
効
果
と
し
て
、

集
合
場
所
を
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
宿

泊
施
設
も
併
設
）
と
し
た
た
め
食
堂
や
入

浴
施
設
の
ほ
か
、
隣
接
す
る
産
地
直
売
施

設
の
利
用
者
も
増
加
傾
向
と
な
り
、
両
施

設
の
経
営
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
果
物
狩
り
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
観
光
農
園
に
も
収
穫
体
験
終
了

後
に
お
土
産
品
の
販
売
を
お
願
い
し
て
お

り
、
農
園
は
入
園
料
以
外
に
も
収
入
を
得

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

　
「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
は
昨
年

度
、
20
回
程
度
開
催
し
、
観
光
客
増
加
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

　

従
来
の
果
物
狩
り
は
家
族
向
け
で
し
た

の
で
、「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
の

開
催
は
週
末
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
パ
ー
ラ
ー
の
開
催
回
数
を
増
や
す
た

め
時
間
に
余
裕
の
あ
る
高
齢
者
に
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
広
げ
、
お
年
寄
り
向
け
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
場
合
は
果
物
狩
り
を
主
体
と

（
青
森
県
南
部
町
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

青
森
県
南
部
町
商
工
観
光
課
観
光
班
班
長　
●　

工
藤
直
人

観
光
誘
客
め
ざ
し「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」

〜
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
、伝
統
芸
能
鑑
賞
も
〜

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
に
同
事

業
を
活
用
し
た
青
森
県
南
部
町
の
取
り
組
み
を
同
町
商
工
観
光
課
の
工
藤
直
人
氏
に
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の

鑑
賞
を
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
こ
と
に

し
、「
南
部
伝
統
芸
能
保
存
会
」
の
協
力

を
得
て
、
南
部
手
踊
り
伝
承
活
動
の
拠
点

で
あ
る
「
南
部
芸
能
伝
承
館
」
を
活
用
し
、

南
部
七
踊
り
の
鑑
賞
と
地
域
に
伝
わ
る
郷

土
食
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
幅
も
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

　

町
で
は
２
月
の
温
室
い
ち
ご
か
ら
11
月

の
り
ん
ご
ま
で
果
物
が
途
切
れ
る
こ
と
が

な
い
た
め
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
は
も
と
よ
り
近
隣
町
村
の
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
札
幌
や
首
都
圏
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
出
店
し
、「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ラ
ー
」
の
周
知
を
図
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
も

積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

首
都
圏
か
ら
の
誘
客
を
推
進
す
る
た
め
旅

行
雑
誌
社
の
記
者
を
対
象
と
し
た
出
張

パ
ー
ラ
ー
を
開
催
し
、
旅
行
雑
誌
に
パ
ー

ラ
ー
の
記
事
を
掲
載
し
て
も
ら
う
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

　

こ
れ
ま
で
は
南
部
町
が
事
業
主
体
と
な

り
、「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
事
業
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
農
業
観
光
を
支
え

て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
農
業
観
光
振
興
会

に
業
務
を
移
管
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
産
地
直
売
施
設
及
び
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
施
設
と
の
協

力
体
制
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
も
含

め
て
関
係
者
全
体
が
共
存
共
栄
で
き
る
事

業
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
は
フ
ル
ー
ツ
狩

り
を
主
体
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
伝
統
芸
能

の
鑑
賞
を
主
体
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か

に
、
宿
泊
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
会

議
や
研
修
会
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
作
成
し
、
実
施

を
働
き
か
け
て
い
く
方
針

で
す
。

　

さ
ら
に
、
特
産
品
で
あ

る
果
物
を
活
用
し
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ャ
ム
及

び
ゼ
リ
ー
な
ど
、
現
地
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
限
定
商
品
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
及
び
近
隣
市
町
村
の

小
学
生
や
幼
稚
園
児
も
町
内
で
ど
の
よ
う

な
果
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
か
知
ら
な
い

た
め
、
子
供
た
ち
を
主
な
対
象
に
、
農
家

の
方
か
ら
栽
培
方
法
な
ど
を
聞
い
た
う
え

で
、
収
穫
を
体
験
し
、
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

を
す
る
、〝
プ
チ
パ
ー
ラ
ー
〞
も
積
極
的

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
こ

と
に
よ
り
八
戸
地
域
へ
の
観
光
客
が
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

そ
の
一
部
を
南
部
町
へ
取
り
込
め
る
よ
う

に
北
海
道
へ
向
け
た
情
報
発
信
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
近
隣
市
町
村
は
も
と
よ
り
県

外
か
ら
の
誘
客
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
な
る

地
域
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観光農園の直売所でのさくらんぼ販売

伝統芸能を鑑賞する観光客ら

地元産のさくらんぼを利用した「さくらんぼパフェ」
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宇
部
市
は
、
本
州
西
端
の
山
口
県
の
南

西
部
に
位
置
し
、
県
下
第
３
位
の
人
口
約

17
万
５
０
０
０
人
か
ら
な
る
都
市
で
あ

る
。
気
候
は
温
暖
で
、
周
防
灘
を
望
む
南

部
に
は
平
野
が
広
が
り
、
工
業
地
帯
や
市

街
地
が
形
成
さ
れ
、
中
央
部
以
北
の
丘
陵

地
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

高
速
道
路
や
空
港
、
重
要
港
湾
な
ど
陸

海
空
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
お
り
、
化
学

工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
が
盛
ん
で
あ
る

と
と
も
に
、大
学
や
病
院
な
ど
学
術
研
究
・

医
療
機
関
も
充
実
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
11
月
に
は
、
隣
接
す
る
厚
狭

郡
楠
町
と
合
併
し
、
平
成
23
年
に
市
制
90

周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
も
あ

る
。

　

こ
の
合
併
前
の
旧
楠
町
の
吉
部
地
区
で

地
域
の
資
源
を
守
り
、
地
域
住
民
が
描
く

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
「
夢

ゆ
め
ク
ラ
ブ
吉
部
の
郷
」（
以
下
「
吉
部

の
郷
」
と
い
う
。）
の
活
動
に
つ
い
て
、

代
表
で
あ
る
大
田
壮
助
氏
の
話
を
交
え
て

紹
介
す
る
。

設
立
の
経
緯

　
「
吉
部
の
郷
」
は
吉
部
地
区
の
住
民
を

中
心
に
31
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で

あ
る
。
市
町
村
合
併
に
よ
り
宇
部
市
の
一

地
区
と
な
っ
た
吉
部
地
区
は
、
市
の
中
心

か
ら
も
離
れ
て
お
り
、
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
す

ら
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
地
区
の
住
民
た
ち
は
こ
う
し
た

課
題
の
解
決
に
向
け
、
平
成
19
年
に
「
山

口
県
中
山
間
地
域
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
事
業
」の
モ
デ
ル
校
区
の
指
定
を
受
け
、

「
吉
部
の
夢
を
考
え
る
会
」
を
組
織
し
、

活
動
を
始
め
た
。

　

こ
の
会
は
地
元
小
学
生
に
地
域
の
未
来

の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
全
住
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

り
、
懇
談
会
を
開
催
し
た
り
し
て
住
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
２
年
間

か
け
て
吉
部
の
将
来
像
と
な
る
「
吉
部
の

夢
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
吉
部
の
夢
プ
ラ
ン
」

の
実
現
に
向
け
た
実
行
団
体
と
し
て
「
吉

部
の
夢
を
考
え
る
会
」
を
発
展
的
に
解
消

し
、
平
成
21
年
に
新
た
に
「
吉
部
の
郷
」

を
誕
生
さ
せ
た
。

「
夢
プ
ラ
ン
」
実
現
に
向
け
活
動

　
「
吉
部
の
郷
」
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら

ぼ
ち
ぼ
ち
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
吉
部

の
夢
プ
ラ
ン
」で
定
め
た
４
つ
の
テ
ー
マ
、

す
な
わ
ち
「
人
で
に
ぎ
わ
う
夢
」、「
地
域

資
源
か
ら
生
ま
れ
る
夢
」、「
健
や
か
な『
吉

部
っ
子
』
を
育
て
る
夢
」、「
将
来
を
見
す

え
た
夢
」
を
実
現
す
る
た
め
に
様
々
な
地

域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
休
耕
田
を
コ
ス
モ
ス
畑
や

大
麦
畑
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
地

域
資
源
で
あ
る
ホ
タ
ル
を
活
か
し
、
ホ
タ

ル
祭
り
を
開
催
し
た
り
、
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ

の
作
成
・
配
布
を
行
っ
た
り
、
廃
線
と
な

り
荒
廃
し
た
鉄
道
敷
跡
や
ト
ン
ネ
ル
を
整

備
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

夢
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に
ま
ず
行
っ

た
の
は
、
休
耕
田
を
コ
ス
モ
ス
畑
に
整
備

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
休
耕
田
の
利
用
に

あ
た
っ
て
コ
ス
モ
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
比

較
的
育
て
や
す
い
た
め
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
コ
ス
モ
ス
は
地
域
の
神
社
の
秋
の
祭

事
「
芋
煮
え
ま
つ
り
」
に
彩
り
を
添
え
る

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成21年６月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝大田　壮助
構成員＝31人
〈連絡先〉
〒757-0401
　 山口県宇部市大字吉部字馬場西
3330番地７

　吉部ふれあいセンター
　夢ゆめクラブ吉部の郷
　電話：0836-68-0001

地域づくり団体探訪Series

夢
ゆ
め
ク
ラ
ブ
吉
部
の
郷

山
口
県
宇
部
市

地
域
住
民
の「
夢
プ
ラ
ン
」実
現
に
向
け
て

　
　

〜
ホ
タ
ル
祭
り
、桜
並
木
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
ぼ
ち
ぼ
ち
と
」〜

代表の大田壮助氏
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大
切
な
地
域
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
タ
ル
祭
り
も
元
々
地
域
住
民
数
十
人

が
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
年
々
規

模
を
拡
大
し
、
現
在
で
は
バ
ス
ツ
ア
ー
が

組
ま
れ
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ

る
ほ
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
２
年
目
以
降
は
、
ホ
タ
ル
か
ご
を
作

る
た
め
材
料
と
な
る
大
麦
を
コ
ス
モ
ス
の

時
期
が
終
了
し
た
休
耕
田
を
利
用
し
て
栽

培
す
る
な
ど
活
動
の
幅
も
広
げ
て
い
っ

た
。

　

一
方
、
戦
時
中
に
廃
線
と
な
っ
た
旧
船

木
鉄
道
の
鉄
道
敷
跡
や
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
は
長
い
間
、
手
付
か
ず
の
ま
ま
竹
や
ぶ

や
雑
木
で
荒
廃
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
地

域
資
源
と
し
て
活
か
せ
な
い
か
と
整
備
に

乗
り
出
し
た
。

　

鉄
道
敷
跡
は
桜
並
木
と
し
て
甦
ら
そ
う

と
「
吉
部
千
本
桜
計
画
」
と
銘
打
ち
、
鉄

道
敷
跡
を
は
じ
め
、
地
域
の
集
会
所
や
道

路
沿
い
等
に
約
２
３
０
本
の
桜
の
苗
木
を

植
樹
し
、
地
域
一
帯
を
桜
の
名
所
に
し
よ

う
と
将
来
を
見
す
え
た
事
業
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
鉄
道
敷
跡
に
は
桜
の
ほ
か
広

葉
樹
の
植
樹
も
行
い
、
埋
も
れ
て
い
た
地

域
資
源
を
甦
ら
せ
て
い
っ
た
。

他
団
体
と
も
協
力
、

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
補
う

　

活
動
に
当
た
り
、「
吉
部
の
郷
」
で
は

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
会
員
の
高
齢
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え

自
己
資
金
の
調
達
等
も
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
資
金
に
つ
い
て
は
県
や
市

な
ど
の
各
種
助
成
金
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
小

物
等
を
制
作
・
販
売
し
た
売
上
金
で
賄
っ

て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
マ
ン
パ
ワ
ー
に

つ
い
て
は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
難
し
い
。

そ
こ
で
地
域
の
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

な
ど
ほ
か
の
多
く
の
団
体
等
と
も
協
力
関

係
を
築
き
、活
動
の
継
続
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
吉
部
の
郷
」
の
活
動
に
は
地

元
小
学
校
の
児
童
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
コ
ス
モ
ス
畑
や
ホ
タ
ル
ま
つ
り
の
看

板
の
作
成
、
大
麦
の
種
ま
き
か
ら
麦
わ
ら

の
採
取
、
さ
ら
に
は
桜
の
植
樹
、
す
べ
て

に
お
い
て
若
い
力
が
活
動
を
支
え
て
い

る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
は
夢

プ
ラ
ン
の
４
つ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
、「
健

や
か
な
『
吉
部
っ
子
』
を
育
て
る
夢
」
の

実
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う

だ
。

今
後
の
展
望

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
地
域
住
民
の
集
い
の

場
、
交
流
の
場
を
増
や
し
、
地
域
全
体
に

良
い
影
響
を
与
え
て
い
く
と
同
時
に
、
次

第
に
広
く
認
識
さ
れ
、
県
外
か
ら
視
察
な

ど
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
平

成
24
年
に
は
山
口
県
の
知
事
表
彰
で
、
優

れ
た
活
動
を
行
っ
た
団
体
を
表
彰
す
る

「
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

し
か
し
、「
吉
部
の
郷
」
の
活
動
は
完

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
に
あ
る
。「
植
樹
さ
れ
た
桜
が
花

を
付
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
桜
ま
つ
り
を
実

施
し
た
り
、
整
備
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー
に
利
用
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
」
と
大

田
会
長
は
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
。ま
た
、

そ
の
夢
は
団
体
や
年
齢
の
垣
根
を
越

え
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

植
樹
さ
れ
た
桜
が
満
開
に
な
る

頃
、
多
く
の
会
員
に
支
え
ら
れ
、
桜

と
と
も
に
大
き
く
成
長
し
た
団
体

が
、
さ
ら
な
る
大
き
な
夢
に
向
け
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

 

編
集
委
員　

●　

阿
津
川
智
和

● 地域づくり団体探訪

満開のコスモス畑

麦わらの採取

整備された鉄道敷跡・トンネル
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書籍紹介

藻谷　浩介／NHK広島取材班　共著
角川ONEテーマ21刊（2013年７月10日発行）
定価：820円

　今までの日本経済はエネルギーや資源を大いに使用し、大きな利益を上げることが
「豊か」と言われてきた。100年余り前にアメリカが始めたこの「常識」は、日本の
みならず、世界の常識となった。やがてこの「マネー資本主義」の常識は息切れを起
こしていく。それが現在の経済状況である。そのマネー資本主義の対極にあるのが、
山林など身近にある資源を活かしてエネルギーなどを自給し、地域経済の安定を目指
す「里山資本主義」である。
　前半は通常なら廃棄される木材を利用したバイオマス発電や木質ペレットの利用に
ついての取り組みを紹介するとともに、この分野での先進地であるオーストリアでの
森林の管理から木材の利用によるエネルギーの創出の取り組みを紹介し、エネルギー
の地産地消による経済安定の成功について触れている。
　後半では「里山資本主義」は地域資源の地位向上とともに、ひとの繋がりを作り、
高齢化問題、雇用問題などの社会問題までも解決できることを具体例を紹介しながら
解説している。
　本書ではNHK広島の番組をベースに中国地方の里山で実践されている事例を紹介
するとともに日本が抱える問題の解決策を提言している。地方の可能性について再考
するとともに本当の豊かさとは何か、筆者の熱い思いが伝わる１冊である。

『里山資本主義
―日本経済は「安心の原理」で動く』

藤森　克彦　著
日本経済新聞出版社刊　（2010年５月25日発行）
定価：2200円＋税

　単身世帯が急増している。1985年から2005年の20年間に、男性では50歳以上、
女性では80歳以上の年齢階層で単身世帯数が３倍以上に増えたという。その要因は何
か、そして単身世帯の増加が社会にどのような影響を及ぼすのか。
　本書では、前半で単身世帯の現状、増加の実態、その要因及び将来の動向、さらに
都道府県ごとの増加状況とその要因、将来の状況についてデータに基づきながら概観
し、単身世帯の増加が社会に与える影響について「低所得者層の増加」、「介護需要の
高まり」、「社会的孤立の進行」の観点から考察されている。
　そして、後半では、日本よりも単身世帯比率の高い北欧・西欧諸国の単身世帯の状
況について、その中でも特に筆者が長期滞在した英国の実態と政策について紹介され、
最後に、単身世帯の増加に対して、どのような対応が求められるのか、具体的には、
①「自助」に向けての環境整備、②社会保険や生活保護制度などの公的なセーフティ
ネットの拡充、③ボランティアやＮＰＯ法人の活動など地域コミュニティーとのつな
がりの強化、について取り上げられている。
　日本の社会保障制度は、家族による助け合いを前提に構築されてきており、単身世
帯の抱えるリスクに対して十分な対応ができていない。単身世帯が増加する今、一人
暮らしの人でも安心して生活できるようにするために、どのような社会を構築してい
く必要があるのかを考える一助となる１冊である。

『単身急増社会の衝撃』
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我がまちの「光」を観ることから
はじめるまちづくり

東村山市長　●　渡部　尚
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東
村
山
市
は
、
東
京
都
多
摩
北
部
に
位
置
す
る
ま
ち
で
、
都
心

へ
電
車
で
30
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
30
年
代
か

ら
首
都
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
一
方
で
、
里
山

の
風
景
を
残
す
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
遺
産
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

市
の
北
西
部
は
、
狭
山
丘
陵
の
東
縁
と
な
る
自
然
環
境
が
豊
か

な
区
域
で
、
宮
崎
駿
監
督
の
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
舞
台
と
い

わ
れ
る
八
国
山
が
横
た
わ
り
、
そ
の
麓
に
は
、
桜
や
花
菖
蒲
、
蓮
、

彼
岸
花
と
四
季
折
々
に
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
乱
舞
す
る
北
山
公

園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
付
近
に
は
都
内
で
二
つ
し
か
な
い

国
宝
建
造
物
の
一
つ
「
正
福
寺
地
蔵
堂
」
が
鎌
倉
時
代
の
面
影
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

宅
地
化
が
進
む
中
で
す
が
、
市
内
に
は
未
だ
農
地
も
多
く
、
梨

や
葡
萄
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
花
卉
等
の
栽
培
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
食
の
面
で
は
、
伝
統
食
の
「
武
蔵
野
う
ど
ん
」
や

最
近
で
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
「
黒
焼
き
そ
ば
」
が
話
題
と
な
る

な
ど
、「
自
然
」「
歴
史
・
文
化
」「
グ
ル
メ
」
の
三
拍
子
が
そ
ろ
っ

た
地
域
資
源
の
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　

現
在
、
東
村
山
市
で
は
将
来
都
市
像
と
し
て
「
人
と
人　

人
と

み
ど
り
が
響
き
あ
い　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
東
村
山
」
を
掲
げ
、
こ
れ

ま
で
の
住
宅
都
市
か
ら
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
よ
り
豊

か
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
「
生
活
充
実
都
市
」
へ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
安
全
・
安
心
で
活
力
・
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
地
域
の
様
々
な
資
源
を

活
か
し
た
観
光
を
、
人
と
人
の
新
た
な
交
流
を
生
み
、
賑
わ
い
を

形
成
す
る
重
要
な
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
観
光
と
い

う
言
葉
は
「
易
経
」
の
「
国
の
光
を
観
る
。
用
い
て
王
に
賓
た
る

に
利
し
」
に
由
来
し
、
元
々
「
国
の
威
光
を
観
察
す
る
」
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
す
が
、観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、今
一
度
自
分

た
ち
の
住
む
ま
ち
が
も
つ
様
々
な
魅
力
や
価
値
、
さ
ら
に
は
自
分

た
ち
の
誇
り
を
住
む
人
々
に
気
づ
か
せ
る
契
機
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
様
々
な
地
域
資
源
が
更
に
輝
く
よ
う
磨
き
を
か
け
、

点
と
点
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
心
懸
け
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
北
山
公

園
で
の
「
菖
蒲
ま
つ
り
」
や
「
市
民
産
業
ま
つ
り
」
な
ど
に
毎
年

新
た
な
工
夫
や
展
開
を
加
え
る
な
ど
、
市
民
、
農
業
・
商
工
業
者

や
鉄
道
事
業
者
、
行
政
が
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
や
地
域
の
経

済
の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
た
い
ま
ち
、
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
村
山
市
に
は
都
内
で
唯
一
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
「
多
磨
全
生
園
」
が
あ
り
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
本
年
開
館
20

周
年
を
迎
え
る
世
界
で
初
め
て
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
が
あ

り
、
年
間
2
万
人
以
上
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病

は
、
か
つ
て
不
治
の
病
と
恐
れ
ら
れ
、
入
所
者
の
方
々
は
過
酷
な

差
別
と
国
の
強
制
隔
離
政
策
に
よ
る
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
痛
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
の
中
で
、
多
磨
全
生
園
の
入
所
者

の
方
々
は
、
故
郷
や
家
族
へ
の
思
い
を
託
し
て
園
内
の
緑
化
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
自
ら
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
回
復
を
求
め

差
別
と
戦
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
3
万
本
と
も
言
わ
れ
て
い
る
園

内
の
緑
は
、
入
所
者
の
方
々
が
そ
う
し
た
思
い
や
祈
り
を
込
め
て

植
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
木
々
の
成
長
は
多
磨
全
生

園
の
１
０
０
年
の
歴
史
と
重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
と
共
に
あ
る
緑
や
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
、
共
同
生
活
を
営
ん
で
き
た
寮
、
神
社
、
納
骨
堂
な
ど
の

歴
史
的
価
値
を
持
つ
建
造
物
や
史
跡
、
こ
れ
ら
全
て
を
ハ
ン
セ
ン

病
記
念
公
園
「
人
権
の
森
」
と
し
て
保
全
・
保
存
し
後
世
に
残
し

伝
え
る
た
め
、
入
所
者
自
治
会
で
は
「
人
権
の
森
構
想
」
を
掲
げ

運
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
こ
の
構
想
に
賛
同
し
、
自
治
会
の
皆
様
と
と
も
に
、

人
権
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
「
人
権
の
森
」
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
の
春
に
は
、
市
内
外
の
、
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、

東
京
都
内
の
全
公
立
小
中
学
校
に
配
付
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
多
磨
全
生
園
・
人
権
の
森
を
知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
磨
全
生
園
に
は
観
光
と
い
う
言
葉
は
な
じ
み
ま
せ
ん
が
、
訪

れ
る
人
に
感
動
と
生
き
る
勇
気
を
与
え
る
限
り
な
い
「
光
」
を
放

ち
続
け
て
お
り
、
多
磨
全
生
園
の
歴
史
も
ま
た
東
村
山
市
の
宝
と

し
て
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

是
非
、
皆
様
も
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
東
村
山
へ
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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「第１回幸せ移住プランコンテスト」開催中
実際に体験する高知ツアープレゼント！！（詳しくは「高知で暮らす」で検索）
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手
前
み
そ

　

で
す
が
…

宮
城
県

松島町 177

松島町は、宮城県の海岸部中央に位置
し、万葉の昔より風光明媚の地とし

て知られ、日本三景のひとつに数えられて
います。俳聖松尾芭蕉も絶賛した松島町は、
松島湾に大小260余りの島々が浮かび、
長い年月の波浪浸食、風化作用によって四
季を通じてそれぞれ異なった景観を呈する
自然美と、歴史的、学術的にも価値の高い
数多くの文化遺産が残されており、国の特
別名勝にも指定されています。
　秋には、円通院庭園のライトアップを中
心に、幻想的な夜の松島を演出する「松島
紅葉ライトアップ」が開催され、多くの観

自然と歴史が紡ぎあうまち自然と歴史が紡ぎあうまち

光客で賑わいます。また、県内有数の米どころであり、松島湾は滋味深い牡蠣の産地でもあり、自然
がもたらす食の恵みも豊富な町です。
　東日本大震災は町にも甚大な被害をもたらしましたが、町の財産である多島海の景観は奇跡的に震
災前の姿をとどめています。
　明るい笑顔と温かいおもてなしの心で皆様のお越しをお待ちしております。ぜひ松島町におでかけ
ください。

■ 松島産かき　松島湾で養殖される牡
蠣は滋味深く、毎年２月の第１土日
に開催されるかき祭りには松島の牡
蠣を堪能するために多くの観光客が
集まる

■ 松島紅葉ライトアップ　松島の紅葉を夜も楽しんでもらえ
るよう、円通院庭園をはじめ周辺一帯を幻想的に演出する。
今年の開催日は10月26日から11月24日まで

■ 松島こうれん　670年余りの伝統
の製法を守りながら、宮城県産米サ
サニシキを使用して一枚一枚手焼き
で焼き上げたおせんべい。一子相
伝で守り継がれている

■ 太古天泉　松島温泉　2008年に開湯した太古天泉　松島
温泉は松島の新たな魅力の一つ。無料の足湯もあり、観光
客の癒しの場になっている

■ どんぐり松
まっ

ちゃん　松
島町のキャラクター。
童謡「どんぐりころこ
ろ」の作詞者青木存義
氏が松島町出身である
ことにちなんで、どん
ぐり松ちゃんが生まれ
た

■ 国宝　瑞巌寺　仙台藩祖伊達政宗公が心血を注
いで造営したとされる瑞巌寺。本堂は現在平成
の大改修により見ることができないが、改修期
間中は本堂同様、国宝に指定されている庫裡（禅
寺の台所）などが特別公開中

■ 多島海景観　多島海景観を堪能するには展望台から俯瞰で眺めるのがお薦め。数ある
絶景ポイントはそれぞれに違った景観を楽しめるほか、朝日を楽しむなど、時間によっ
ても表情が違うのが魅力

自然と歴史が紡ぎあうまち
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◆ センターホームページは、［地域活性化］で検索　◆

482013・10月号

　地域活性化センターでは地域再生の方法について、さまざまな視点から考えるワークショップ

「地域再生実践塾」を開催しています。今年度第６回は以下のような内容で、現在、参加者を募

集しています。

平成25年度地域再生実践塾開催のお知らせ

第６回　東京都品川区
『地域ブランドと商店街の活性化』
平成25年11月 21日（木）～11月22日（金）

会場：荏原第三地域センター（品川区平塚１丁目13-18）

開催趣旨 

　近年、郊外への大型店の進出や通信販売の普及など地域の商店街をとりまく現状が厳しくなる中、全国各地で商店街活性化

のための様々な取り組みが行われています。

　中でも、関東有数の長さを誇る東京都品川区の戸越銀座商店街では、商店街を「地域のアイデンティティが集約された“ふる

さと”の一端を担う重要な場所」ととらえ、地域の大学と連携して、全国で初めての商店街ブランドである「戸越銀座ブランド」

による商品を開発するなど、数々のヒット商品を生み出しています。また、電線類の地中化による街路の整備や、ＩＴを活用し

て新しい形での商店街の情報サービスを発信する「ユビキタス商店街プロジェクト」をスタートさせ、便利で安心・安全な商店

街の実現に向けて活動しています。

　そこで、品川区戸越銀座における商店街活性化策について、具体的事例を検証しながら、今後の商店街活性化の展望につい

て検討します。

開催日程 

・第１日目　11月21日(木)

　13：00～　開講式・オリエンテーション

　13：20～　Lecture1　総論・問題提起

　14：15～　Lecture2　商店街の活性化のための支援策

　15：05～　Field Work　戸越銀座商店街のまち歩き

・第２日目　11月22日（金）

　９：00～　Lecture3　ニーズに応えるまちづくり

　10：40～　Lecture4　コロッケを使った地域ブランド化

　11：40～　Group Work 1　視察の整理・意見交換

　14：00～　Group Work 2　グループ発表・講評

　15：00～　Lecture5　総括

　15：50～　閉講式

主任講師 

株式会社ユーデザイン 代表

古市　修　氏

　1971年生まれ、東京都出身。明治大学大学院理工学
研究科建築学専攻博士後期課程を経て博士号(工学)を取
得。明治大学理工学部の助手を経て、同大学の起業支援
プログラムにより、大学研究機関の理論や技術を実際の
まちづくりに活かすための会社である株式会社ユーデザ
インを2007年に設立。日本各地において景観デザイン
や街並み整備と共に、商店街プロモーション活動などを
含めた総合的なまちづくりを実践してきた。現在、戸越
銀座商店街に拠点を置き、品川区の幾つかの商店街にお
ける地域ブランドづくりに力を入れて活動している。明
治大学まちづくり研究所の客員研究員。

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPOなど、地域再生に取り組んでいる方

■募集人員　40名

■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）

■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
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平泉、奄美など 10 地域にご当地ナンバー 国土交通省自動車局自動車情報課

北から南から　滋賀県草津市
チームで草津市の魅力を発信 荒川武仁

移住・交流推進支援事業　青森県南部町
観光誘客めざし「北のフルーツパーラー」 工藤直人
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夢ゆめクラブ吉部の郷
地域住民の「夢プラン」実現に向けて
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特　集

 1 巻頭エッセー／■ ■（■）　　

　 　  起業支援で地域経済を活性化
 4 基調論文  より効果的な起業支援のために何をなすべきか 鈴木正明（文教大学国際学部教授）　　
 8 北海道新得町　商店街活性化に向け手厚い補助制度 角谷俊明　　
 10 青森市　起業・創業支援で相談ルームを開設 藤林靖幸　　
 12 東京都八王子市　経験豊かなアドバイザー集団が起業家を支援 白井　進　　
 14 横浜市　女性の起業支援でセミナーや実践塾 小田美子　　
 16 新潟県新発田市　女性の起業に向けて連続講座開設 手島隆幸　　
 18 愛知県瀬戸市　まちに「笑顔」を増やすビジネスを 竹中雅昭　　
 20 奈良市　起業家発掘で「ビジネスカフェ」を開催 片桐新之介　　
 22 和歌山県　移住起業者の支援で補助制度創設 竹中雅昭　　
 24 兵庫県養父市　過疎地域の新たな産業起こしを目指して 田村　亘　　
 26 島根県美郷町　起業コンテスト入賞者に最大１千万円支援 永妻孝司　　
 28 愛媛県　創業・新産業創出に向け多様な支援事業 大川　徹　　
 30 大分県豊後大野市　インキュベーションファームで新規就農者を確保 山津輝芳　　
 32 副基調論文  我が国の起業・創業の状況と支援施策 平井淳生（中小企業庁経営支援部創業・技術課長）　　

44

45

地域づくり10月号
2013年10月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階　電話03-5202-6131（代）　http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　 印刷・製本／株式会社丸井工文社
法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。
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都道府県漫遊　　　　【高知県】46

手前みそですが…　　【宮城県松島町】47
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表２表３

日時 平成25年11月26日（火）
13時30分～16時30分［開場12時30分］

会場 三重県総合文化センター［中ホール］
（三重県津市一身田上津部田1234）

定員４００名

ネルディスカッションパ

調講演（対談トークショー）基

入場
無料

■ コーディネーター
　原田  勝広（明治学院大学教授）

■ パネリスト［五十音順］
　大口  秀和（志摩市市長）
　鳥田  陽史（野原村元気づくり協議会会長）
　松浦  信男（万協製薬（株）代表取締役社長）

主催／三重県・一般財団法人 地域活性化センター　後援／総務省・中日新聞社・伊勢新聞社・朝日新聞社・読売新聞社・毎日新聞社・日本経済新聞社・産経新聞社・地域づくり団体全国協議会（順不同）

　地域には魅力的な地域資源があるものの、地域住民だけではその資源を十分
に活かしきれていません。そこで近年、地域活性化のパートナーとして企業への注
目度が高まっており、人材、ノウハウ、ビジネスの面から補完できる企業の価値が再
評価されています。他方、企業側も社会貢献活動や社員の健康増進、新規ビジネス
の機会の場として地域を再評価する動きが見られます。
　三重県では、「三重のふるさと応援カンパニー推進事業」として、地域と企業を結
びつけて両者にメリットがある新しい関係づくりを目指す取り組みを進めています。
　本フォーラムでは、どのようにして地域と企業との連携を深めていくか、また新し
い関係づくりを推進するにはどうしたらよいかなど、その課題と今後の展望につい
て考えます。

1937年三重県伊勢市
生まれ。60年慶應義塾
大学経済学部卒業後、
株式会社赤福入社。68
年代表取締役社長、05
年代表取締役会長に
就任。93年には伊勢神
宮内宮前に、江戸から
明治期の町並みを再
現した「おかげ横丁」
を誕生させた。伊勢特
有の町並みである妻
入の建物や伊勢河崎
の蔵、桑名の洋館など

が忠実に再現されている。おかげ横丁設立前の92年に
は35万人だったおはらい町の往来者数は、おかげ横
丁設立とともに増加し、12年には年間450万人を突破
した。伊勢商工会議所会頭、皇學館大學常任理事、（財）
伊勢神宮崇敬会常務理事等を歴任している。

浜田 益嗣
三重県伊勢市生
まれ。津田塾大
学時代から劇団
「東京キッドブラ
ザース」に所属。
1980年フジテレ
ビ にアナウン
サーとして入社。
85年に退社後、
フリーになり女
優に転身。02年
に自ら脚本・演
出を手がけ主演
した二人芝居

「私とわたしとあなたと私」を上演。07年には
ニューヨークでその英語版「I and Me & You and I」
をオフブロードウェイの劇場で上演。現在は、映
画・舞台・TV・CMなど、さまざまな分野で活躍
しており、三重県観光大使も務める。

山村 美智（やまむら みち・女優）
■鉄道／近鉄名古屋線津駅下車、
　　　　JR紀勢本線津駅下車、
　　　　伊勢鉄道津駅下車

■バス／三重交通路線バスで
　　　　津駅西口から約5分

■徒歩／津駅西口から約25分

■タクシー／津駅西口から約５分

■自家用車／伊勢自動車道
（芸濃インターから約
15分・津インターから
約10分）
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（　　　　　　　）はまだ ますたね・赤福10代目当主/
（株）濱田総業代表取締役社長

申込み方法 メール・FAXまたはハガキにより、郵便番号、住所、氏名、職業、電話
番号、参加人数を下記までお知らせください。

問い合わせ・申込み先 一般財団法人地域活性化センター　地域づくり情報課
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階
TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755
E-mail：jcrd-forum@jcrd.jp　URL：http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

「三重の元気なまちづくりをめざして！
～企業が地域のためにできること～」

首都圏に三重の魅力を発信！
首都圏営業拠点

「三重テラス」
９月28日（土）
東京日本橋に
オープン！
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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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